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紅端義夫

「国語」には、 ①理解することを指導する繭と②表現することを指導する面

との二つがあります。

従来、 ①の方が重視されてきました。たとえば、国語の授業で、夏目瀬石の

『こころ』を読んだり、松尾芭薫の『奥の細道』の冒頭部分を暗唱したりする

のも、文学作品を理解する学習ですo　これは、一定の教材に基づいて読み解い

ていく形式の授業でしょう。今までに、誰もが経験してきた授業であろうと思

います。たしかに、多人数の生徒を、同時に導いていく一斉授業では、このや

り方は効果的です。

しかし、これは学習者本位の授業ではありません。生徒は一人一人能力に差

があり、理解力にも差があります0　人として生きる権利は対等ですが、個性の

差は、あらゆる壕で現れてきますO　ただし、それらの違いをどのように認めつ

つ、伸ばして行けばいいかとなると大変に難しい問題ですO

そこで、個人毎に異なる表現力の差をどのように伸ばしていくかということ

になると、一斉授業でどのように指導したらいいかと悩むことになります。そ

こで、 ③の表現することを指導する面が敬遠されてきたのは、それなりの理也

があったわけですO　もちろん、かつて「綴り方教育」や「作文教育」が盛んに

教育現場で行われた時代もありましたO　それらが盛んに行われた時代には、焦

土の中から希望を抱いて立ち上がり、国民の生活を改善し復興を目指そうとす

る国民運動とでもいうべき勢いがあったように患われます。

しかし,現代に求められている「表現すること」の力は、それとは大きく異

なるものでしようOすなわち.現代の生徒に期待されている「表現する力」は、

「生きるのに必要な基本的な表現力」であろうと思います。いわば、実用の国

語力と言っておきましょう。たとえば、手紙を書く形式は、社会に出て必ず求

められる能力でありますが、大学の入学試験には出ません。しかも、教育現場

では、 「自由に書く」ことを個性の発露と考え違いして、 r形式に対する行き

過ぎた嫌悪感」が見受けられますO 「How to」ものを毛嫌いする僚向が極端に



強く出ていますOしたがって、知敦に関わる箇所は、たいてい、取り扱われな

いようです。教科書に出ているから家で読んでおきなさいということで済ませ

てしまいますOその代わりに、わくわくする冒険や心にじいんと来る愛の物語

とか、異国情緒のあるルポルタージュの作品の方が選ばれますOやりやすいか

らです。授業がしやすいので、そのような教材-と移って行ってしまうのです。

しかし、これでは、文学青年は育っても、生きる力は育ちにくいと思いますo

そこで、教師になろうとしてする学生に、どうすれば, 「衰境する加を楽

しく授業させられるかを考えることにしました。

実用国語表現教室を学生と一緒に研究することにしたのですoここで使用し

たのは、広島のDという出版社の『国許表現』をテキストとし、それに基づ

いて、系統的に国語表現のカをつけさせる指導案づくりをさせてみましたO学

生は、真剣に取り阻み、模擬授業まで執り行った郡もあります。当演習で鍛え

られた学生達は、きっと、教育現場に就いたなら、率先して子供たちに表現す

る力を付けさせるのを得意とする教師になるでありましょうO

指導案についても、各班で時間をかけて討議した結果なので、かなり・よく

出来ているものもあります。また、指導教官や他の生徒からの意見に基づき、

改正したものがほとんどですO

平成十五年から『国語表現』が高校現場での必須科目になりますO教員の卵

?:.*j小. -it憎釦.-iiky*R/.<　ホff*」と4ともトにl: I,てiitbi'小、

ば幸いです。若い学生ならではの男憩とみずみずしさの窺われる意欲的な授業

案が少なくないのですO教えていて、毎時間が楽しみでしたo楽しい教室を作

Jjてくれた学生達に、心からの感謝を記したいと思いますO
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第1車　表現の楽しみ

第1節　逆物語を作ろう

教科教育学科国語教育学専修

杉本良徳　　田島　誠

I　本節のねらい

rこれはこういうものだ」という固定的な思考から脱却し、自己の自由な発想を活かし

ながら、物事をもう一度見つめ直そうとする態度を身につけさせる。さらに、自分が捉え

直した事柄を「言葉」によって他者に伝えるという活動を通じて、 「国語表現」の面白さ

や可能性に気付かせ、生徒の学習意欲・活動意欲を喚起させる。

Ⅱ　学習者観　(対象学年　高校1年生)

高校における学習内容は、中学校の時と比べ、格段に難しい。さらに、学校全体を通じ

て常に「大学入試」が意識され、教師たちは声高に受験勉強を促す。それまで経験したこ

とのない不安と重圧の中、生徒たちの心に、余裕などあるはずもない0

そんな日々を過ごすにつれ、生徒たちは、目の前にある学習活動をすべて「ノルマ」と

考えるようになる。 「とにかくやらなければならないもの」として、ただ無気力に、ただ

ひたすらに、学習活動を「消化」しようとするのであるO 「意見を交わす必要などない。

先生が答えを教えてくれたらそれでよい。jそんな空気が、教室を覆い始めるのである。

想像力や発想を表に出すこともなく、ただ漠然と課題をこなす生徒たちO本章第1節で

は、彼らを　r固定的な思考」状態から脱却させるとともに、自身の内に眠っていた感性を

呼び起こす「きっかけ」を提供したいb

Ⅲ　本癖の可能性

・国語表現の多様性・自由さに触れ、それを楽しむこ、とができるQ

・様々な表現活動を通して、表現することへの親しみを養い、意欲的に活動に取り組むこ

とができる。

・心に浮かんだ自由な発想を、言葉を用いて表現し、他者に伝えることができる。

・自分と異なる表現や捉え方を理解し、それを受け入れることができる。

- i -



○指導目標

・国語表現の多様性・自由さに触れ、それを楽しむことができるo

・国語表現の学習活動に対し、意欲的・積極的に取り組むことができるo

・心に浮かんだ自由な発想を言葉を用いて表現し、他者に伝えることができるO

○指導計画(全一時)

指導目標 学習活動 指導上の留意点

自由な発想を、文章として表

現することができる。

他者の発表を聞き、自分と異

なる表現を楽しむことがで

きる。

国語表現の多様性・白向きに

触れることができる。

逆に並べた場合・ランダムに

並べた場合の物語を、ワーク

シートに記入する。 (ランダ

ムに並べたものを5種類ほ

ど準備し、計6種類ほどのプ

リントを作成しておく。)

考えた物語を発表する。

同じ場面の絵がもつ意味を、

それぞれの物語ごとに比較
する。

机閏指導を行い、柔軟な発想

を導くO

机間指導のときに、発表させ

たい生徒を選んでおくO

同じ絵に、その用いられ方に

よって、全く異なる意味付け

が可能なことを理解させるL,

f)
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○指導目標

・国語表現の多様性・自由さに触れ、それを楽しむことができる。

・国語表現の学習活動に対し、意欲的・積極的に取り組むことができるO

・心に浮かんだ自由な発想を言薬を用いて表現し、他者に伝えることができる。

、二;ド蝣u-x

時間 L 学習活動. … 指導上の留意点 評価の観点
[ !

0 分 r逆物 語の説明を聞く0 適物 語 とランダム に並べた 聞く姿勢ができているか0

嶺 極 的 に書 こうとす る.餐

物語 のプ リン トがあるこ と

i を説 肘 る0

-

3 分 L ワー クシー トに物語を 机間指導を行い、柔軟な発想

.記入 する0 を導 く0 "勢 が見えるかO

匿 芸雷雲賢てるよう、時 自由な準想 を活か して書

くことができているカ.ゝ0

自信 を持 って発表で きて .

1

l
】35 分 「考 えた物 語 を発表 す 施 間指導のときに、発表させ

t る0 軽 い生徒を選んでお く0 いるか0

" -一蝣蝣 - '*蝣

晶 場 面の絵が もつ意 同 じ絵に、その用いられ方に1
-

他 者 の表現 を楽 しみなが

ら.聞 くこ とがで きてい る

か0

表現 の多様性 . 自由 さを感

l 味 を、それぞれの物語 .よって、全く異なる意味付 け じることができるか0

ご とに比較する0 が可能なことを理解 させる0

-
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く今後の課題>

太教材「蓮物語を作ろう」は、第1章:表現の楽しみの第1節にあたり、それ以降の表

郷こ関する学習-とつながる導入教材である。はじ捌ま、副教材を用いた発展学習を視野

に入れていたのだが、それでは時間数が2-3時間程度必要となるため、果たして本教材

にそれだけの時間を費やす必要があるのか疑問となったUそこで我々は、本教材の導入と

しての意味を強く意識することにし、国語表現の内容に深く踏み込みこむことは避けるよ

うにしたo　まずは楽しく授業を行い、国語表現-の親しみを持たせることを第-に考える

ようにしたのであるC　そのため、指導計画の目標や内容が物足りなく思えるかもしれない

が、ここ(「表現の楽しみ」)をスタートに、 「表現の基礎」「表現の実践」「表現の探求」へと

つながっていく-ため、本授業のみを見ての評価ではなく、教科書全体の流れを踏まえたう

えでの評価が必要となる。これが今回の演習の面白いところで、各教材の指導計画を練る

ときには、教科書全体の流れを意識し、それまでに学習者が行ってきた学習活動を受け止

め、なぜここでこの教材を扱うのか、そして、以降の学習にどのようにつなげて行くのか

を十分考慮しなければならないのである。

今回の教材では、物語を逆から作っていくことに加え、場面の順番をランダムに並びか

えた物語も作らせるようにしたG　このことにより、さらに多くの自由な発想・表現が導き

出され、各場面の絵に対する様々な意味付けが生まれるだろう。しかし、これらの作業は

学習者にとっては困難なものかもしれないOそこで、あらかじめ6枚のカードのようなも

のを用意し、学習者自身が場面の順番を選択できるようにしたり、教師も逆物語を作り、

それを例示したりするというような工夫が考えられる。これらのような工夫を取り入れて

いくと、時間の節約にもつながり、スムーズな授業展開が可能になるだろう。

ao
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活動を通して表現するということを楽しむ。

玉　学習者観(対象:轟按1年生)

捉圭ォ/. IA 'i '`,・輯ここ. 、.車サ.4＼ :i・ミ主二#・:・?.I !ゝ '' 、∴与,'.・'-ト<';W.*jv.¥.*,i: = I.i 、!p.

一If・宵r;Lも蝣'ii体細′　言:丈　　1さ.、・(.*貫三:蝣/)二　　＼ヰ>・;.<'A・、 i." 1 /∴ I j・∴;.く轟..''・'.'′・,二

は事実に忠実でなくてはならないという制約があり.そのた範に学習者は苦しみ続けてき

/:, !卦、 i ∴.I.三、 i.i. '了サーA-i∴,ilよ実>':.i . ;.i'./・-.;.・;.、、: 1サ　・.・'::']"毒も0;./;.;!二二架ミ;.・、 .・ :

「/ i.'・-'.>. /:・ヾ'tf;　　v i''} 、 i .- LI[*!*・."・>'!　ノー..∴、 tl:　　云喜'._{*蝣-H I/,1;蝣呈

て存在している。

そういった学習者の画定観念を観拭するためには、 r書くj搾業を患像や自由復党憩か

ら始めることが考えられる。自由な想像や発想粗、掬由な表現へと導いてくれる.貰語で

taut≒ :こ・とい　t.騒如ミ1サN‥い　1-、-_ !蝣ft三:.ト.　　vrv* ・　∴:LL三割!1.'・T.I-i*'一・'-(亡... iJ-:、 .I

.;い...∴ミ/')、　ふしぎl‖ii:ォ'.・---,二.;.・-#"j.vと=ユLJ.　　1i・　田.・ここt,.

丑花　車静の可能性

・物革をさまざまな視点で捉え、自由に発想することができる。

("4!÷I.J !こき∴ト∴'1*∴声蝣ォi!U¥よ・;*'i '、.妄　　蝣r　*%-'・...'/; ∴　∴

・心!・'・こ・蝣'/itj*,:・蝣転1ミ;一号だ.こ一I党.tfv】*.v.f、.'蝣:' '一・<・こ>--<''蝣一蝣∴ 、I .';・. f".*ノ.1.、
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◎棺導日額

・一一・-一枚の絵を観壊し、さまざまft.鵜点で:捉え、日出に堀鰍することができ&。
・自由な発想から自由i二審き. r薄くj　こy<j;壌L・むことができる。
・寸;・蝣.>;o~　　に恕郡.さこ′-..,¥.-j'jfM.- !I三　日.∴一一さ.'. *rf-　∴?・さ　　r二.I.

宙抱噂計痢(全--Ji嘩)

指導官僚

出来事を、さまざまな視点
から捉えることができる.

自由な発想から.、楽しんで
r書くj　ことができる。

他者trJ東湖に触れ　臼ti&
発想と照らし占わせるr j-
ができるA

学習括執 編l曝上の欝意慮

、.甘:、、∵:.ミ一寸.:.十匹十.Iこ'・'蝣'
:,'V"I*'′1.
'ているかをノーートに書き

I服すn

rJ静や文革を書く。

出来上がった醇や文賓を
発表する。

I-- Il竜　一・-

机開村簿を行い　*錬&発

想を導く。

自室的に発表する者を優先
するが..いない場合は凱闘

将噂であらかじめ連鳥でお
いた学習者虹発寮させる◎



◎学習擦噂案

学習活動

・本時の所動につ
説明を能く。

絵を観察し、何が描
かれているかをノ・-

トに書き出す。

観察したものから礁
像が生まれた時点で
醇や文革の創膵に入

る.

出来上がT,た希や文

革を発裏するo

b他者の発表を開いた
感想を発讃する.

・本時の学習を振り返

って、感憩を発寒す
る.

J-　トを擾出する.

指導l:to留度盛

・カラーOHPで、教科書の絵
を拡大して映す。カラーーOH
Pがない場合には、カラーコ

ピーして拡大しておいた絵を
黒板に貼る。

・絵を観察して、そこから醇や

文章を貴くということを知ら
せる。抱導者が例示するのも

可。

b播かれた出来事、また隠、事
物について見つけられる限り
をノ・・--トiこ書き出すよう助言

する。

・航間・除草''.f-iり:,:がI--　ざji..

諮ま吟を感じる学習者喜こは,
どの視点から文革を書くか,

といった助雷を行うo

r i VifiI、: ・己*・・*蝣&こ:・三三き.'tf*--!軽

先するが、いない場合は.帆
闘将噂であらかじめ選んでお

いた学習者を指名する.

v*A<'l・f旨>l*.には. IR'額の韓l)i,: ll:.

_)、TK-iミ、す蝣hj --サ拝,小!, !享h

・.二伸は,罷軒CI.)抵ォ蝣巨'...I. ';'i一丁> Sh

表を細くように拍嘉する。

eランダムをこ栴名する.

-t/・;-.トや.;jして.嘩;.】;軽録

する.
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評価の観点

世業に取り観恕姿勢が
巨頭BSSE別間M

絵をよく轍♯している

か.

自由な発想を生かして

書き進めているか.

堂々と発表できている
か。
他者の寮現を、味わっ
tmSxtT/B

r書く」こと・fl轟しみ

を感じることができた
か.
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《参考》

文章の勘A-Aとなる膳材とその折用例

祝意となる題樹飼

asas別田田

岸で錬む少女

泳ぐ魚たち

その他(・吾,太騒、壌わ

ら相子、水中聯軽, :ゴム

草履、h轟、鍍喜=,抜歯か凱

ていない人間なt.)

∴'V'ii '.ミ'.<'蝣;・.ふ1.才・て.蝣" '.蝣(*'.・・′　と　∴　tf:
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_一_」

さv-ミ∴い舟.い、蝣A-　-:.'I-、　ミ　　与こ/.' ・!∴　二　　恥ir¥ト

敬ずかし霞を中心に措く8

申坤.・甘ミ"」'(-'‥;.蝣蝣<;蝣:.;蝣う:卜・　蝣.・　蝣.・.",:-　　　言弓・りV.ヤ

てしま・・・)た少q:.をmま笑みながら醜釣る.淡い恋心。実は病弱。

・i、:;こ、串.ド./.'I・、き.I.・卓.㍗-.I !品.V"・,二浪ここ.ぐ　茸、ォ'i∴ ll.vl

を喝笑う。

1.:、;ド.i.*'.*　、　>r蝣'i:　　　こ毒.i('>・・、Jトこ　>・・,>'*:・Vt・・:*し

「)める.
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祝意となる茂樹飼

遵奉をする無数

れバンのIlり)プリント

その他藍壁、太陽、山、

家挺,凍、木の凱　草、

花、蝶.絵には描かれて

いない人間など)

その活用(中心に摘かれるであろうものの)飼

もう一一一人の少女との令弟.堀かぎりを作ることに夢中になって、丸バ

ンの中身を山羊に食べられて'いることに気付かないe轍りぎわiこ気付

いて'大鑑てする.

大好物の鮭を食べる至福の静とたき志和園のインクが骨式で絶品。

鬼たこともなも為物体が、自分に液体らL/婆ものをたらす⑳鬼籍もが惑

いと思-_}tt.いるうちに食べられてしまう。

少女∴人が道草している開音こ. Ilげ二が二二人dI)枯巌を食べてしまうとい

ラ-一部始終を暖かい敵意L,でみつめる。

ーー　u　-



◎曹品例

-V l'トル　・三,*.**蝣'/∴、さ.ヾ.L:　三、・v /・1'蝣I 祝意　　第三者

設定　　w,と鯨の夏休み

友紀予と確抱結、もYjものように家を出た。

それは、夏株みに入ってからの田寮であったo
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r-サ?.'uォ.`LミニトV 'i-J-てlく'.'・(い　511綿ffモ∴:.三.(/':-ミIt∴・、モ∴　j

ijをとがら骨て雄治は育ったe
rTL芸やあ,とってみせてよね。 」
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とれたはずの魚は、あ*iという問に消えてしまった。

ごう　とヂミたiここf '・'、ミ3>'上.r.は、 'X<0--4r:　・>.';

r大物がとれたoyi:.な. j
J<ォ>I.〉h#・蝣*>*:、親さきはT: ・">.'-;　-.一蝣% *二.

「うん、見た見た。かっこよかったよォ.1

与、恥・?-)一驚.-;てい-ti-f-y-,:い*　・・/-.

与一寸トA一　　醇　　' !*;蝣'?:サ! ∴さ.主)

3・∴八・riで・/>!:　トi!if観の>i一一:・・耳.いう、与蝣蝣'.*:.、
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め.こも・・・e-:ち.I;～.‥王,vtfV*!・・'蝣<∵・蝣>'∴　こ

視点　　第三者
讃慮　　仲良しな男の子と女の子
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第1章　表現の楽しみ

第4節　歌詞のイメージを文章に表そう

教科教育学科国語教育学専修

板持百香里　　河村朝子

1本節のねらい

自由なイメージや発想によって一つの作品をつくりあげることで、表現の自由さに気付

かせる。ここで、表現の基礎的な事柄を理解・習得させる前の準備段階として、表現活動

に対して親しみを持たせる。また、日常触れることの多いものを教材に用いることで.秦

・U,7-淵Ii:.-SI叩k ・悶IV>;fごIT--さ∴　#:*l　∴ "/:ォ蝣ざ:fi　鼓峰・与.^'!-:「蝣f; r書ける

∬　学習者観

対象は高校・一年生O

二i-tiL*卓'<.-"* IトIt-1!陀　年′　.:.,H tご・・・'">'.*fl、叶に心は・Itやを‖枯_.た・?:,*'一・:ォ、 n;・i∴

一つであるという意識が強く、学習者は正解というものに縛られてきたであろうO　また、

これから大学受験や就職など進路を考え始める学習者は、勉強に対する不安を感じている

に違いない。そのような学習者にとって、普段の生活で身近に感じ、自分自身の感性に直

接かかわってくる音楽の歌詞が教材となれば、親しみを持って学習に放り組むことができ

るだろうと考えられる。

また、学習者は日常の生活の中で様々な経験や考えを持っており、それを誰かに伝えた

いという思いも持ち合わせているだろう。たとえありのままに伝えることが難しい内容で

あっても、歌詞からうけたイメージに便乗し、物語やドラマといった虚構のものによって

語ることは可能であるだろうO　このように物醇やドラマ札学習者自身の内にあるものや

独自の自由な発想によってつくることができるため、学習者は表現の自由さに気づくだろ

うと考えられるQ

本章第4疎では、歌詞のイメージを物静にすることを通して、表現活動に対する親しみ

や楽しさを覚え、国語表現活動の初段階のうちに学習者の不安や抵抗を少しでも和らげる

ことを目指したいo

lu .鞘、ホCJJ'KifN-

・歌詞を教材とすることで、表現活動-の取り組みに親しみを持つことができる。

・さ蝣ill'I'.′-( ,I->-v'*tf.r??.iJiする二　ヒ: '蝣'蝣.*.-し　き"til'ノ.li七・.

・物語やドラマをつくりあげることを通して、表現することへの親しみを覚え、意欲的に

活動に聴り組むことができる。

・イメージすることにとどまるのではなく、イメージしたものを物語やドラマにして表現

することができる。
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○指導目標

・自由な発想による表現を楽しむことができるO

・い1 ;・1"与小rJ チ.Tiinli'.J∴りし、 i」%.、If¥ 'nl紬的∴U'l削I.:、　　　きo

・イメージしたことを青葉で哉現することができる。

○指導計画(全一時)

指導目標 学習活動 指導上の留意点 t

. 自由な発想による表現を楽し tイメージをふく.らませて物 .教師の説明のもと、各段階を

むことができるO

.国語表現の活動に対し、意欲
的 .顧極的に取り組むことが

語をつくる0 追っていく意味を理解しなが

ら物語づくりを進めさせるO

.軌間摺導を行い、活動が進ま
できるO

.イメージしたことを言兼で表
現することができる0

ない学習者に対しては助言す

る0

○学習指導案

時 間 学習活動 指 導上の留意点 ! 評価 の観 点

0

2

5

1 0

4 5

. 歌詞 のイ メー ジか ら物 .生 徒誰 もが知 ってい るよ う … -

語 をつ くるこ とを知 る0

. 各 自で歌詞 を統むQ

C D を聞 くP

な流行 の歌 を例に取 り上 1

げ、そ こか ら受けたイ メー i

ジ と自分の 日常の経験や思 …

い とを結 び付 け、虚構の物 !

語 や ドラマをつ くることが …
I容 易で華 ることを伝 えるつ

-.この後 物語 をつ くること i
I

を、鯛 させ なが ら醗 ませ i

る。

. ワー クシー トの使 い方

の説 明を聞き、物 静 を

つ くってい くB

。説明 を聞 く姿勢 がで きてい る
. ワ山 クシー トを配布す るO か 0

.物 語 を書 くまでは 、教師 の

説 明の もと、僻 に活動 させ

る0

. 各活動を行 う意味 を理解 さ . 物帯 を書 こうとす る意 欲がみ ら ′
せ るら れ るか0

.机 聞指導 を行い、活動 が進 . イ メー ジをふ くらませ て表現で

んでいない学習者 に対 して きてい るか0

は助言する0
.授業終了5分前までに書き終えるよう指示するe
I本時のまとめをする0
.ワークシートを回収するO

i
… …

l全員分の物語をプ リン トに E

して、後 日配布する (この

時、名前はふせペンネーム
で掲載す る) ことを伝えるO

一一J2　-1



《今後の課題》

今回、中島みゆきの『幸福論』を教材にして、物語やドラマをつくることに決め、実際

に私たちは活動してみたo Lかし、材料も手段も少ない状態からでは物語やドラマを書き

堆めていくのは意外に難しいものであった。そこで一つの対策として、物薄づくりの導入

をするという案があがった0　第～、-時からいきなり物語やドラマをつくるのではなく、まず

池の歌詞を用意し、そのタイトルをつけるという活動であるO　さらになぜそのタイトルに

したのかを書かせる。そうすることで、歌詞に対する自身のイメ-ジを出せるだろうし、

表現の楽しさを感じられ、表現活動に対して抵抗をなくし親しみを抱くことができるだろ

うと考えたからである。私たちは当初この活動を授業の中に取り入れようと考えていたO

だが、その洩動を取り入れるとどうしても二時間必要になる。私たちは本時を導入と考え、

そこまで時間をかけたくないと思い、今回は取り入れないこととした。そこでワークシー

トをつくり、それを利用して物語やドラマをつくっていくこととしたO

また、物語を書く過程で学習者が気付いたであろう表現の自由さを、他の学習者が書い

た物語を疎むことで、より明確に気付かせたいと考えている。しかし、一時間で終わらせ

ることを前軽に授業をつくると、物語をつくる活動にどうしても時間がかかり、授業中で

旭の学習者の作品に触れることができない。そこで、授業後ではあるが全員分の作品をプ

リントにして配布することとし、一応の対策としたい。

ーL-　33　-
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範:・・至V

凄磯の基礎

尉i..a:　上1長!%

'Pi言顛　トか弓・,>-て-い子'ォ/潔

第3節　表現のユニ束

第4節　富貴のキャッチボ・--弓を



第2章　表現の基礎

第1節　『自己表現』　加藤秀俊

教科教育学科国言鯛飯青学専修

長坂哲志　　秦恭子

l　本恥;i.>ァr-∴、

!vf* :…!.'I・ォー　　　　ノ　・ ・ト・・Li ・-:I ・・,!11;...い∴.・; ・、ト　　い._i :∴、 ・

し、考えを述べているのかもしれなむ㌔しかし戯々は、これら自己の内面を言葉を軌、て表現

するというそのこと自体に対して意識を向けるということはほぼないと言ってよし㌔本節では、

~∴・ i　・・・　蝣:蝣>..、 ∴呪.= 、・い'蝣・!・;蝣・-　　　　‥-:I.・　　　・

! 、 i静・.;'蝣.i・!;i　い∴・ ・∴　‥∴;.、・11,蝣,'- '、

本教材において札讃稀という事象が楓抽射ヒされて述べられている言二の哲学的な内容

'.i'i;''、∴・- :( .・' ;守:。、一°;.′　∴て　、.卜'・**'!/ '、'¥';・'.蝣-.ミト・∴-:;臥_;I i :、

ことができるだろうC

′川Ii'・.iO*V"1ト:ト'-・・蝣:!. '¥:蝣サ蝣!蝣'..い・・磯∴∴・li・'i::.・い;P、 ・・　・・I蝣..

消..'.　∴・' '　　!': I--I- '' *'・'.'蝣. ∴　蝣I..;　　　　、=..、

重要であると考えるo

r3　学習者観(対象:高校1年生)

i'、矧ii*,"-.半'"蝣'ill..・・ト一・> :r'蝣;!.. '蝣∴十1;,':H　　、昌一.I m　　　∴..! !'. J

'!・".・i,."1it''ii:一・ 、照　‥ '一・'--∴ :.・・′　'i・帽.∵.!:'・;・'・・' ㌔,.‥　*,_.V'モ・.:

しかし、轟等学校に進学したさ摺者を待ち構えているのは、国文学中心主義の大学入試に向

・!.・:蝣(.ミ　　　　　　ト∴:ト!・・^　_i*1-'ミ・ ';>":・",一主...I!i　　　言　心　　　二:二ir

の可能性を探求されないままに放置されてしまっているのが現状であるOそのため学習者は自

分の思いや考えを言薬事日宇に伝えることになんとなく苦手意識を持ちながらも、それを自覚

して克服していこうとする姿勢を持たない。

ト:・∴　　十一・こri・・.・'.i、こ　　、. ・・、,　∴　,・ll'、　I∴I i i‥・.:

自身の「衷軌の資を見つめさせ、表現技術を磨いていくことの重要性を実感させたOoこの実

三　三　　　　　、言'ミ'.¥>:.蝣- 、蝣I''i11榊_).; '.'蝣・主: !・"・.・!!'・'."・' ∴: ∴・ L. ∴ I.、

磁　本節の可能性

い'・蝣"'(‥-I 「 :M':-　　　-; .: ∴　・.・'・'.:・' '.・'・!,'・jVi.,ミ'.I.蝣　_I ・‥、 i一′..

い言語生活を求める姿勢を身に付けさせる。

1-、-　37　-



◎拍車目接

も　ト　、・・・・ '　:・蝣・'・,蝣't'-∴　　　　、 <;."蝣"".

!!∴∴.*.(㌔:;::・、≒.ミL:子'*・'!・'・.、.　　　　∴I.1-'‥:I ∴　∴蝣; ! :.蝣;蝣..・..トV.・'- "! ∴∴∴一こ,I. ~ I

で・.よりよい表現舷力を身に紺縛ることの必要性に気付かせる。

e距～噂計nil

指導担擦

- Fl:分く/Hi競争清におけo

上.蝣.'*蝣・出　て;一・:,¥;': ,. 、

-M:る。

o畢者の童腰を観見させる。

b音楽を聴かせるi-.たで、

「感覚の太海j　を実感さ

一経るG,

・・前時め学習を盤起させる9

か聾者の登事を捉えさせるG,

tL言麦iについてi蝣<V> fl賂:i:末

の賛態を対! *蝣) ∴在職娃ノブ

を高めていくことの必要

性に気付かせる&

学習活動

f esf.求職j　に-.ルlて

考える.

・本文を疎み.筆者の'蝣・.

寮を教える.

・教師の用意した苦楽を

聴く。

r一本'史&;誼み、怒甘o)1-.

事を捉えるp

ふ鴎ら表現する能力はなぜ

;　こ　∴i*f　・

≦

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　--　-　　ノ-　　　　　　ー　　　　　　　　-′-・・・--　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　′

---　3鵠　-一一

指導.上の留意点

・・捉えにく的箇所につもノも

ては、図を用いて説明

を補う。

.さIt:-..∴ ' r-、: !.'i

・さ∴ ",-::.'蝣:二十　呈桝　ト:・.

A教樹において蜜賂され

tている結論ォざるm.趣

で;./'.''.'-蝣・: ".・. ‥

必要性を考える活動の

補助とする。



第-時　指導案

0本時の目擦

o口常生活に.お柑る厩分の表現行為を見∴コめさせる。

・ r表現」とは.どういうものなのかを知る.,

学習活動

im己哉現」という言責

について考える.,

見本文盲ご述べられている

ことをこ、ついておおまか

におさえる。

3腰蕗だと蔓こ詳しく読ん

でいく。

・筆者のももう嚢現とは

どのようなものなの

かについて.

・身体的泉郷Lr/'二)いて。

・ランガーc?う論とコミ

ュニケ-シ3ン東天

主務に・-)いてU

榊上の留意点

OEi常生活の中で行われて

いる自分の表現行為に憲

政を向けさせる.

(.1i、、、　こl!溝Is*ナ　　∴: :さ蝣V

託し,その都度要約凄せ

る。

O抜き出し・繋ぎ合わせだ

i　けではなく,自分の言葉

で発表さ懸るようにする.

()適宜図示b魂,明を加える。

h筆者が衷現をどのよう

に捉えているかをおさ

えさせる.

h田mxi崩廻inas田監

避現について絵図(磨

.至!恥)＼・*;・: ';ニー・..il.*!7*.

くわ見る.

・ラ'ii-　の論につい7:

は朗(資料eサ　を用い

て説明をくわ見るe

O教師の準備した音楽①を

敬か畦、 ・ F.感覚の東海道

を実感させる。

--　3サ　ー一、

評価の観点

・燦々な表現行為に田を

向けること.ができてい

るか。

・自分の言尊で語ること

ができ-(lいるか。

B本文の内容を崩三越に理

解できているか.

I.ら.ift,l　三蝣- '-4i恥-「!/>->*

の関係がおき見られて

いるか.,



<ォ-. ;.; ;:"一

0本輝の巨標

・S'.i、:.:∴こ・t:1.:卜…こい　　く・・ ∴ I /　∴:　二一..∴!.;vこ　　午　こ

・・; i　　　　:.: --Tt・弓_こil

、F._VI」　　　…Wm._________i__　′、一___-_.ー_
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第2節　わかりやすい表現

灘f; --,':汽Ii叔吋叔f,蝣>'二村WsJvftrrf吋陣

安富聖子

I　本筋のねらい

本節では- ①蔑む人にわかりやすいように、 ②自分の伝えたいことをできるだけ正確に

伝える、ということの大切さを知り、他者を意識し文章を書くという態度を身につけさせ

るoまた、どういう表現が読み手に分かり難く誤解をまねきやすいのか、どういう表現が

わかりやすいのかを、例文もふまえてわかりやすく学習し,表現の基礎・推敵の基礎力を

身に付けさせる.

Ⅱ　学智者観

私たちは、学習者にとって自分の考えや気持ちを文章に書き表す棟会はあまりないよう

に思いがちである。しかし、はたしてそうであろうかo情報化の波のなか、文章を凄く機

会は増えてきているのではないだろうか。 ′ヾソコンや携帯電話のメールを活用する生徒も

多いはずであるoただ自己中心的に文章を曹いてしまい、相手にいいたいことがうまく伝

えられなかったという苦い経験をした学習者もいるであろう。

この輩では、学習者の様々な表現活動において、読み手・相手を意識することの意味・

大切さに射寸かせたいoどうしたら自分の考えを相手にうまく伝えられるかを学習し、そ

の手法を活用してわかりやすい文を書ける基礎力、推寂の力を身に付けさせたい。

皿　本節の可能性

・文章を書くときに、読む人にわかりやすいように表現することの大切さを理解する。

'どのような表現がわかりにくいのか、わかりやすいのかを認蝕する。

・わかりにくい表現を、わかりやすい表現に改めることができるO

・文章を樵顧するときの基礎的な注意点を学べる。

ただし、本節の授業は、 「文章の書き方」における生徒作文を教材に使用しているが、

都合により・授業実践全体を省喝しているoしかし、本筋の硬業実践には必ずしも影酌ま

ないものと考えるO

- 13　---



0指導目標

・自分の考えを表現するときは、読み手を意赦してわかりやすい表現を心がけるという意
識を育てる。

・問題のある衰馴こなる原Paと、わかりやすくなる表現方法を理解し、実際に適切な表現
に改めることができる。

○指導計画(全1-・時)

指導目標

・自分の考えを伝えるときに

は、相手にわかりやすいよう

に表現しなくてはならないこ

とを理解する。

・問題のある表現になる原因

とー　わかりやすい表現にする

ための方法をしる。

・問題のある文章を見つけ出

し、適切でわかりやすい表現

に改めることができる。

○指導案

学習活動

学習活動

・二つの解釈のできる文章

の二つの解釈を考え、発表

する。

'ワ一一クシートを用いなが

ら内容を理解する。

・例文をわかりやすい表現

に直す。また、問鞍点を

発表する。

・前回の授業で書いた作文

(.」M.U!!I指せ)かoihi鞠

ある表現を抜きだし、わか

りやすい表現に改める。

例文Aの二つの酵釈を

考える。

今回の学習目的を知る。

ワークシートの内容を

理解し、例文の問題点

を指摘し、わかりやす

い表現に直す。

自分の書いた作文(ま

たは問題文)を読み,

問題のある表現を見つ

けだし、わかりやすい

-u　-

指導上の留意点

・次の活動に結びっけるため

の導入にあたるO

・ワークシートを配る。

・理解しやすいように補足

明をする。

・自分の作文に問題点の少な

いTfl月(o/-.す,t-, in!独文を

用意しておく.



く今後の課題〉

今臥わかりやすい裏現を学習させるにあたって、問題意識(どうしてわかりやすく表

現する必要があるのか)をどうしたら持たせろことができるかについて考えた。結局、学

習者にとって一一番わかりやすいと思われるr二つの解釈のできる文」を用いることにした。

しかし、もっと良い導入方法があったかもしれない。

自分の作文を添削するという活動を軌み込んだ。これは自分の表現の聞耳点を自分で見

つけ、自分で直すことが大切だと思ったからである。しかし、学習者にとって、自分で問

確点を見つけるのは少し難しいかもしれない。グルー・プ学習の形にすることも考えたが、

悪いところを他人に指摘されることに抵抗を持つ学習者のことを考え、却下した。また、

隣の人とベアを作ってお互いの作文を添削しあう方法を取れば,自分自身で添削を行なう

よりも楽しく取り組め、さらに問題点を見つけやすくなると考えられる。

文章能力には個人差があるので、添削する必要の無い学習者もいると思われる。よって,

その対策として、開襟点の含まれている文章を問題文として用意した。全ての学習者に暇

な時間がないように考慮したい。また、添削する作文は前章「文章の書き方」で作成した

ものを活用させてもらうことにした。この授業のために作文を書かせることも考えたが、

前時で作文していることを考え却下した。

前時の作文を添削するにあたってー　プリントを使用することにしたが,そのまま原稿用

紙に赤ペンなどで書き込む方が良いかも知れない。

-　45　--
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ョー文を短くするo
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0寮際に自分の轟いた作文を親み削.て、わかりにくい褒現がないか調べてみようo

読み適した作文の壇名- ㍗

わか.・つにくいJ fll--た.史・寧

j

】

間顧慮 わかりやすく直した文筆

◎学習の手簡◎

1.日分の轟いた文革の中で,わかりにくい文章があったら放き出してみよう。

2.どこに間鞍点があるのか、どういうところがわかりにくいのかをb轟き込もう0

3.わかりやすい表現に直してみよう0

4_　早く終わってしまった人は.、問親文「僕の夏休みjを読んで、わかりにくい表現に轟

ペソで線を引き、費の鱗にわかりやすい表現に直した文を赤ペンで省き込みましょう。

--4ァ　ー
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第3節　表現の工夫

.*','"* ; . ' '・i. ¥'・i　>"㍉ll

石松　祐二　下田　華華

主　本節'Dねらい

現在、自分の表現したいことを、うまく相手に伝えることができない

人々が増えているように思われる。人々が、うまく表現できない原因の一

つとして、飾った言某で表そうとする傾向が強いことが挙げられるo Lか

し、本来「うまく、美しく表す」というのは、様々な表現の工夫を用いて、

i蝣蝣　蝣''.蝣　　-'　.  i　　∴　　　　　　　　　　　　　　、　∴/,・ . I

._ I.　I''. ' .*こII.  I∴I蝣　蝣・, i　　　　,

自分の言いたいことを生き生きと表現しようとする姿勢が壷要である。し

たがって、第弱輩は、様々な表現の濃礎を学ぶことを目的としているcj第

那.章において、本節は、相手に自分の伝えたいことを的確に、か/:)生き生

きとした言東で伝える表現技法を身に付けるごとがねらいであるo今回私

たちは、キャッチニit:f一一一・を考えさせる活動を通して、学習者に様々な表現

i'・', ' .・　-　　　　.

駈　学習者観(対象学年　高校一一一年生)

現代の高校生は、独自の言葉、いわゆる若者言葉を使い、お互いのコミ

蝣-　.  '　　'　:i-'.、　　　　　　　　　　　∴　　　　　:I

生にとっては、 ・-一つの和宣のようなものであるLl　しかし、実際に社会に出

てみると、若者言葉は、話し相手にとてもわかりにくく、むしろ、煙たが

られるものである。よって、学習者は、社会に出る準備期間である高校時

;I.　:.li・. ' ・ 'i I　' . 1'-・.'. 'i:'.蝣　　　ミー

術を学ばなければならないOまた、様々な表現技法を、机上だけではなく、

-　　さニ　"I



実際に使えるようにならなければならない。そのためには、学習者が興味

号、 .: : 」　.・・'i.1∴.;一　　　　　　「. ,∴..蝣' '・! ' ..:',了、

を実感する必要がある。

本節では、学習者に、工夫した表現でキャッチコピーを作らせる=.とに

よって、表現の工夫の重要さ、面白さを実感させたいO

Ⅲ　本節の可能性

・自分の表現したいことを的確に、かつ、生き生きとした表現で酪手紘

伝えることができるC,

・表現の工夫をする重要さ、面白さに気付き、机上だけではなく、実際

IIIl.>　　　、.・・-　j .' t　・;.' } ' ,> ち:!・∴、い:!い蝣i..' '・・∴

・∴._

・ ・, .)-'i'.'.;i-''  .・・・: : , 'i,t工./∴ I-　~ ,:チ ,　　　　　　、
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指導日額
・表現技法を学び、 「表現の工夫」のおもしろさ、重要さを実感させる。また、学んだ表現技
法を実際の生括において准んで用いることができるD
・自分の伝えたいことを的確に、生き生きとした表現で伝えることのできるカを養う。

指導計画　(全二時)

指導 目標 学習内容 指導上の留意点

第

時

.表現技法 を学び、実際に . 「表現の工夫」 をす る意義 を考

.教科書に記載されてい

技故を使 うことができる

ようにするe

t 表現の面白さ、重要さに

える0

.教科書 に記載されている表現技
法を学習す るO

.学習 した表 現技法 を用い、 r表

る例文だけでなく、学

習者の生活に即 した例

文を挙げて学習 させ

る0

気づかせる0 現の工夫」をす る面 白さに気づ

くO

第

. 学んだ表現技術を使って、

的確 に、生き生 きとした

言集 で表現す ることが出

.班でキャッチコピーを作 る0

. 作ったキャッチコピーを発寒す .効果的に発表させるよ
時 来るQ る0

.他者の発表を聞き、評価す るこ
とで、 「表現の工夫」.をする面

白さや魅力を味わ う0

うにするO
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〇本時の目標

・ 「表現の工夫」の必要性、また「表現の工夫」をすることの面白さに気づくことが出来る。

・表現技法を学び、それらの技法を実際に用いることができるO

時間 学習活動 指導 上の留意点 評価 の観 点

0

2 0

3 0

4 0

. 学習 内容 を明 らか にす . 身の回 りには様々 な表現 の工夫が - 学習者 が学 習 の 日的

るQ

. 項 目①～④ま での表 現
粒 を理解 す る0

. 項 目⑤ ～⑦まで を理解
す る0

- ワー クシー トを用 いて

み られ るこ とを指摘 し、それが我

々 に与 える効果 を考 え させ る。

.魅 力か あ り、生 き生 き とした表現
とす るた めに、表現 の技 法 を学ぶ

こ とを伝 え る。

,各 項 目ご とに教師が説 明をす る。

. そ れぞれ の衷 現法 につ いて 、学

を意 識で きてい るかO

. すで に知 っ てい る技
習者の興 味 . 関心に即 した例 を 法 を、改 め て学 習者

提 示す る0 (歌詞、 C M 等 よ り)

.項 目⑥ の例文 を用いて説 明す る0

. 自由に回答す るよ うに指示す る0

- 机 間指導 を行 い、学習活動 を支

が確認 しているかO

. 自由 に様 々 な表 現が
学習 を進 め るO (項 目①

～② までの表現技法 を実

できてい るか0

。キャ ッチ コ ピー を作

際 に使用す るO)

. ワー クシー トで考 えた

接 す る0

. 机 間指導 をす る際 に、発 表 させ る
生徒 を決 めてお くQ

. 学習者 に、他者 の 「表 現の工夫 」
内容 を発表す る0

- キャ ッチ コピーの ビデオ

のお もしろさに気づ かせ る。

. 次時 にキャ ッチ コピー を作 ること
を告 げ、その手順 を確 藩 させ る0

をみ る0 る手順 を理 解 で き て

い るか0
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第二時　指導案

〇本時の日額

・学んだ表現技班を使って、的確に、生き生きとした言葉で表現することができる。

時間 学習 活動 指導上の留意 点 評価 の観 点

0

5

2 0

4 5

. 前 時の想 起 をす るQ

. 班で キャ ッチ コピー を作

. キ ャッチ コピ山を作 る手順 を確藩 - キャ ッチ コ ピー を作

させ る。

. お菓子 のキ ヤ ツ.≠コ ピー を作 る こ
とを提 示す る。

. お菓子 を配 る0

. お菓子 は授 業の一環 として使 用す

る芋 願 を想 起 で きて

い るか0

. 班 で 各 自の ア イデ イ
るO

. キャ ッチ コピー を発表す

ア を出 し合 い なが ら

話 し合 いが 出来 て い

るこ とを告 げる0 るか 0

. お菓子 の外 見や 味に注意 しなが ら . 「表 現 の 工 夫 」 を用

食 べ る ように指示す るO

. 第～時 で学 習 した項 目① ～④ まで
の表現 法を用 い るよ うに させ るD

.表 現技 法を用 いたキ ャ ッチ コピー
を例示す る0 (他 のお菓子で)

. 机 間指導 を行 うD

. 発表 の仕方 を参 照 して 、弟表す る

いて キャ ッチ コ ピー

を作 るこ とが で きて

い るか0

. 考 え た キャ ッチ コピ
る0 よ うに指 示す る0 (評価 シー トに ー の説 明 を 明確 にで

. 発表班以外 は、発 表班 に

つい ての評価 を評 価 シー

記 入 してあ るO)

. 表現 を工夫 す るこ とで、受け手
の印象 が大 きく異 なる ことに気

づかせ る。

. 生 き生 き とした魅 力 ある表現 の素
晴 らし さに気づ かせ る0

きて い るか0

. 他 郷 の発 寒 を聞 き、
トに記入す る0

- 教師 の評価 を開 く0

評価 できてい るか0
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《今後の課題》

今回私たちは、学習者に表現技法を使う面白さに気付かせ、意欲的に学

習させたいと考えた。その結果、キャッチコピーを作らせるという活動を

とりいれることにしたo　しかし、この活動を取り入れることで、二点の問

題が生じる0

第一点は、教科書の内容のすべてを、しっかりと学習させることができ

ないということである(教科書p28-p29の五～七にあたる部分)。

もちろん、第一時において、すべての技法に関して指導をしているO　しか

し、キャッチコピーを作らせるという活動をとりいれることで、学習者に

残る表現技法の印象は、比糠や体言止め(教科書p 2 6-p 2 7の-～四

にあたる部分)ばかりになってしまう恐れがあるO

第二点目に、学習者が、文章を書く際に、表現技法を使うことができな

いのではないかということである。キャッチコピーには、様々な表現技法

が用いられており、生き生きとした表現という概念を体感するには、格好

の教材となりうる。しかし、学習者の中で、キャッチコピーを作ることで

学んだ表現技法を、文章を書く際に用いるという意識が芽生えるのかどう

か、心配される点である。

以上の二点を受け、私たちは、キャッチコピーを作るという活動をやめ、

文章を書かせる活動を取り入れようとも考えた。しかし、第二章本節のね

らい(生き生きとした表現技法のすばらしさに気付かせ、実際に技法を身

に付けさせる)を考えると、やはり、キャッチコピーを作る活動の方が適

していると考えるC　また、文章を書かせる活動は、今後、教科書を学習す

る際に何度も取り入れる機会がある。その際に、適宜、文末表現・敬体や

常体を学習させた方が、本節で学習させるよりも効果的ではないだろうかO

そこで、今後の課題として、以下に二点述べることとする。

まず一一一一つ目に、今後、文章を書く活動を取り入れる際に、適宜、表現技

法を指導する機会を設けることである。例えば、記録文を書く際、手紙を

書く際、それぞれにあった表現技法を指導するということである。短い時

間でもよい0 -度、本節で学習したからである0本節で、学習した基本的

な技法を、文章を書くという応用の部分で反復して学習させることで、
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学習者にしっかりと表現技法を定着させることができる。

二つ目に、本節で取り入れた活動を、今後の学習にも生かすということ

である。例えば、今回の活動で、自分達のキャッチコピーを、全員の前で

発表させるというものがある。発表をさせる際、工夫をするように嘩示す

ることにした。これは、今後の活動につなげるためである。学習者が発表

している様子をビデオに録画し、プレゼンテーションの必要性を考えさせ

る時の教材にしたり、ディベートの作戦を考えさせる時に参考にさせたり

するのである0

-つ、一つの節では、時間が限られているし、様々な活動を取り入れる

ことは難しい。よって、それぞれの節で、しっかりねらいを定め、他の節

との関連を考えながら活動を考えていくことが重要であると考えるC　また、

第一章、第二章で学習した基本的なことを、第三章以下の応用の場におい

て、反復学習させることも重要である。基本、応用と分別するのではなく、

体系的・総合的に学習させていかなければならないと考えるO
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生き生きとした表現技法を学ぼう! !

に言葉を入れて、文を完成させよう!

君は、

蝣' -

のような

①直喩

②隠愉

高校時代は、人生の

③天気や気候を擬人法で表現してみよう! I

④・ 「パチパチ」という擬音語を使って、文をつくってみようo

・「ゆうゆう」という擬態語を使って、文をつくってみよう。

☆学んだ表現技法を使って.自由に表現してみよう! ☆
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今日の発表は、新製品のキャッチコピーを話し合う会議においての発表

(プレゼンテーション)です0　日分噂のキャッチコピーを採用レてもらう

ためには、そのキャッチコピーの魅力を的確に、明確に聞き手に伝えなけ

ればなりません。どのように発表すれば、聞き手の心を掴むことができる

のでしょうか。キャッチコピーとともに、発表の仕方も、班で話し合って

工夫してみよう!

(例)

①キャッチコピーを発表する。

②発表したキャッチコピーの説明をする。

・商品の(　　　　　　　　)点を強調するために、

(　　　　　　　)表現を使った。

弓肖費者の印象に残る-ように、リズムを考えた。

等、表現の工夫をした点と、その目的を明示するO

③自分達のキャッチコピーのセールスポイントをアピールする。

・この(　　　　　　　)というキャッチコピーを採用すると、

(

)ことが期待されます。

等、自分達のキャッチコピーの魅力を明示する。

☆例に挙げたような発表の手順だけでなく、発表の

仕方(声の大きさ、間のとり方等)も工夫しよう!
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評価シート

左目0***yM問-Ej玩　由tiT-ilJ H

1年( )姐　氏名(

葺 キャッチコピー 確轟和へのコメ> ト 辞優
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第2章
第1 f!|!　軒ハA一-蝣'＼・ 、.-一蝣{蝣.ドl一,"-

教科教育学科固語教育学専修

Kb注ITT川「IK

玉木節のねらい

第2章は表現の基礎を学ばせることを目的として鞍x.XいるOそのなかでも本蹄は.私たちの生

活で塵要な位置を占めていながら、普段省みられることの少ない日常生活での会議を担紺に放った

ものとなっているL、今臥私たちが学習者に本節を読み取らせることのねらいは、そのようなFj常

'tmでt]弓ミti肘・改.蝣蝣'>cs,し・I.-^・4i;,ンit.「h,1;/'亘∴--T,
112-生活ム`J振り亡¥1"-甘言ト-I.かけを与':l蝣'.'>∴上モー~
し上品Lj∴聞きI蝣蝣蝣蝣}・い・1i'/jst-->し.`こ::削=1さ-ll-:,-+と、tl'<ォ'>-'ミ∴ニV-一三一こ・jン/;蝣推真な

お寸..めll-1()・}:-・"Jl/>軌>'},十㌦等lj古i∴蝣V*二l;蝣・)∴t">蝣∴ミ・'->:j、

iI学蝣J.I首観持j像f-年!チ・iIX年.「)

高校に入学し少'L:ず-.)周囲が.)入置潤係が固まっていく。その過鍵のなかで、自分の思うとおり

の関係が構築できなかったり、友達との踏み込めない壁を感じてしまったりすることで、対人関係

の難Lさを改秒てL経験し始める学習者も多いのではないだろうか。,だが、学校という空間のなかで、

I′1;'-';!'!j-;・さミ∴-・:∴さ'"is'I:トLi・t.、、I.い∴・、・、・・

:.蝣・・i.;蝣、‥・.∴‥ト'I,'・′.ち;!',{言・
対人コミュニケ一、,・-ションを考えるヒントを得る必要があるのではないかと考える0

本節では、評論形式を採りながら、巨!常生活の対義を考えると:/トが分かりやすく盛り込まれて

いる。また.ひとつの理想ともいえる対爵軌甫においての心がけが示されているため、学習者は本

蹄J:車、持享i二!--:i'.JL・1-;'譜i:FSiriHiO!今h-U:、て蝣ii.&振り也ろI.さ-′小*]*;:一蝣なるでふ十う!て

いし言也ft:Lri'->;i∴上って∴ヒ'蝣'.1いi・「＼コミ、て---y--...ミニ.s:.Vl.U吋*蝣蝣・一十い二蝣蝣;.,;-.>i一締嘉する!∴めLr)

きっかけを提供することができればと考えるO

Ⅲ本命の可能性

r.二軒やiJI.h昌ォー>いて.,し¥<i#べ&Hさ-按ーx蝣1..
¥Jv..l_.がてき-:工
・1.1-.こ呂;'i.音%l∴おいてi.irt十二Lf.一日約1に`'いて蝣*:-こきLl-ち?0-,!てかて.さ蝣'・->,.

C郎首の対話を円滑に桁うためのヒントを替え、対話の大切さについて考えさせることができるG
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細導因葡禁
・ F]常生活の会話について改めて意識を高めさ社、自己の言語生活を振り返らせるLl

Fヨ常会謡を行う意味について考えさせ、会話への意欲を持たせるo

・b　会話を行う_上eのヒントを学習都こ与え.、自分の富貴や話し方を省みるためUjひとつCO視点を

学習者にもたbすO

音符・鞠i吾†- iサ;柄

lift-し'J:ここ,I;-[{蝣:昔日さ

ffl鼠FL

F待蝣J>r　唯やi,1,し.聖;

子　fifr&t:..ヾ).'lひI.

- :-Cハ軌L.Z貢一・号守i'fl J〕~

masトm

時

辛・賢紳I rf

O　本文を通読する。,

0　本姉を読んでいく際の

姿勢を知る。

0　本文が何に注目したも
ド.メ

のであるかを考える。

! 0-Yi 'UノTL:浴;-t,二です読解
L　　___.-___一　　一…一一　一　　一…___‥_.

i

目上会議のアドバイスll--
/蝣Vr読む:.

ド)会話のアドバイスそれ
どhi: -_,い(:号蝣蝣-: O.、

C〕 「会話のアドバイスtを

全て満たした太」につい

て舞で話し合わせる。,

n・・.蝣.-;七宗・」MV? y.味

について考えさせる。

⊥

○　最終段落について考え

-*.;.、

、

I

-

-

⊥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

~

枯骨..[ -蝣<蝣:増はt.I

」f!;iL_翌かi( ¥い蝣IVj

I.ifで,町議が言色<蝣] !?'蝣左

ミサ'-'*ーc--'こいこと　とv&潤

ima

〔:〕ロ常会話について注目

させるようにする,,

「.2　学trii x.tiでH.-^、自

身の言語生活について

振り返るごとのできる

ように配慮する。

し> .;ai ;>い..fMI.*汗.-> /こ~

後..本蹄で示されてい
/;: ;: ';な話し'//う1(:き

ていたか!・"- >いて軒・(

蝣Mm*

p・&蝣ふ;昌・(!-蝣)意味を

考えさせる。

い鯨Si一事・畠か蝣{蝣'し-・蝣I'.lヽ　蝣蝣　　ra　・　蝣　、　　ヽ-蝣-
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頚等-,一瞬賢　　者陸軍醇寮

〇　本時のiヨ標

・ ll齢:-,.モrX.'二一.-)ドし注目さ・<->蝣:(, 、

会話場面においての言葉の持つ性質について考えることができる。

学習活動

本X -<:Mi試す,5

感想jt.-,琶二"」-I:)

`・さい::.'i!、1.∴∴~ ・:
--b-での姿勢を意識

i　　すy-j i

本文が何に注目し

たものであるかを

考¥. '-,ご1.I

p-32・L宏「いったい

帥J.1 「1的蝣"5Jt七-?、し

てい」:'・でL J:蝣>

か。」に注目するo

p_3'2-1.8 「言責の問
題目　について考え

るo

p.32-1.且4 T雑談に類
o IJ 'ti会話JII本

*<'>LIEi¥lj i^t‖~] -う

蝣6.1

stgBJMKB同日点

いろいろな意見を発表させる

wasすm

Fa

i;:;;二一∴　;一・　一順一.!・:;'・蝣!,','

i抑j4-い'蝣).'蝣上てむix.Arいよ

うにする(作者はノ-と言ってい

こ.1i、上し

rFi常会謡」に注目させるO　さ

lI.1∴　f !i常.'x軸　に.はi-lt!<lC7-

あるものとないもの(雑談)那

あることを意識させるO　用的

ajある会話I r雑談.j　あるいは

その両方のどれに注目した段

落かを、段落に入る前にそのつ

SE3日3^1!

r何の目的で話しているか」に

r.4-:t"JきV:、本SI.-潤三昧を持たせ

-0.,

埴[f> il (i'j-Cこ.il L Iこい蝣'-.)かI a.)

賢.蝣¥圭砕試す蝣*-).I

次時は「会話を上手に進めるた

めのアドバイスjという言薬を

キ～L-ワー-ドに学習を進めるこ

とを告げる。

-轟3　-・-

,'i'i.hi'-蝣y∴・二1

本部に意欲を持って
望む姿勢が見られる
かO

ト机:蝣^こ-.サo in読

会言副　の位置付けを

理解できたか(.

「言葉の問旗」につ

いて考えることがで
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と留意していたことが太きく二点あったOそれは「本節で述べられている説や会話のコツを、絶対

的なものとして教えないこと」そして「会話における注意点のみを強調して,会議をすることが潅

しい　とで.frrsと**.?-Vこさせ''j-いIと.1蝣C'.tv..-/;、ご

--つ臼の留意点　r本節で述べられている説や会話のコツを、絶対的なものとして教えないこと」

は、本節の論調が、 「～なりませんーiト-ものです」のように断定的な表現で書かれてあるところか

ら生じたものであるO　また、本節で遅められている会話のポイントが、 rjl三しいもの」とLて数え

られると、それこそ個性ある　r楽Lい会議」が否定される可能性が出てくるという懸念もあった。,

以上のような理由から、本蹄をこのまま　r正しい」ものとして学習者に読ませることは控え、指

導「t標i.'.・j蝣こ　b一上うに、奉拝のけ執.LL　言語:生ん'.-」蝣艇hSJ、きっかけてl-ff-<:>・(蝣'_-、 H /ii^m弓子J ') 「

でのヒントを与える、というものにした。授業内容に関してもそのように配慮を行っている。しか

し、実際に学習者に主体的に各個Aの言語生活を振り返らせる授業にするには、やはり何らかの活

動を体験させ、学ばせることも必要なのではないかとも考えたOそこで学習者たちに、本節にある

アドバイスをふまえて実際に~二人一糸臥もしくは三JA(一組で会話をさせるという活動を盛り込むと

いう案も出たo Lかし、.その活動を行うことで,,学習者に本節の内容を「IEしい3　ものとして押し

付ける形になるのではないか。そして、学習者にはもっと自然な形で活動を行わせなければl言わ

れたことをむりやりやらされる活動になってLまう打亡はないかT,という二つの理由から、本節と

坑外的なJl'l軸を連*v軒Ljる.-.!:!iや*'・/,-U'~i;o蝣v;ユ」 、いう結論に達し上

二つ目の留意点r会話における注意点のみを強調して、会話をすることが華しいことであると考

えさせないこと」は、末節が会話を行う士での注意点-アドバイスをうながす内容を含むものであ

ることから生じたものである。そのような注鼠点・アドバイスに過敏になることのないように、授

業では、本節の内容をある程度客観的な視点から読ませるように進めているoまた、日常会話で「豊

かな人間関係を築いていくことiができ、 「自分自身が成長していくこと自こつながるということ

で結論付けている。だが、本節で述べられている日常会議に関するアドバイスのなかに、紅分を抑

えてでも相手を立てるという姿勢が見られることは健かである。恐怖心とはいかないまでも、日常

会議が面倒なものに感じられてしまう可能性はどうしても残る。

よ7.㌔ I-しノHl.tf-:話は、 '}蝣一蝣}"!柑・がlJ Tつていそもの>.L<ハで、学汁凱lF1 :<>が「1W-会読待・(-,振ナさ

せているという自覚はあるだろうoそうした意識のなかで、日常会話に改めて注意を払うことの必

然性を感じない学習者もいるだろう。そうなると、本節を読み解いていく前段階において日常会話

に注意を向けさせることが大事になっTくるO

もうOとつは、.末節を学習する轟絞　L年生にとって、授業のなかで考えさせる問題の難易度は適
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《今後の課題》
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川津崇志　　菅原光爵

日]末節のねらい
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が、様々な表現の工夫を凝らして効果的に書かれているo　そして音伝文が売り上げに影響してい

ることは言うまでもないO　このように現代社会では紹介や宣伝の仕方によって、人e物の印象が
大きく左右されうるのである。

紹介文D宣伝文の書き方は、これまで学校現場ではあまり指導きれてこなかったO　しかし就職
・! "l・ミ.・''i六　　　　　、°,一、 、日∴M・v・--:l′''i] i.'-'・;!V・-I ∴　.1 .・'蝣・　蝣'I・1日-!墓:

現力を養うことである。

個人的・社会的コミュニケ一一一ションにおいて綿介・宣伝を効果蜘こ行うことは重要であるo　そ

こで本俸の授業では、自己表現力を養う前段階として、文化祭におけるクラスの併しについての

宣伝文を作ることを通しT、宣伝文を書くときの留意点や工夫などの基礎を学ぶことをねらいと

・・・♪　i,¥二　二一'し言i:∴　　、日・一、t　蝣>一蝣　・<　.1 iJl・ `・軸、.['i ・L・∴さ- ,. ∴:・' ! '.j!・・'"
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○指導目標

e様々な角度から物事を見て、それらの長所を見つけることができる0
e宣伝文の特質を理解し、事案に忠実であり、かつ効果的な文章が書ける。

・宣伝文の必要-性とその実用性を知り、実生活に役立てることができる。

学習内容

ワ-クシートを用いて、本

を読解するo

タラ:蝣'.<蝣蝣/ー欄こし鞠の-L.ち ,'L- 1㌔ポ

イントとなる所をいくつかピ

ックアップするO

u.ut.:( <o>寮*i;-i-うり

'.:Ji¥¥　>' ' '　・! ' .'- ' ''・"

x　-i),、

清書用紙(A4の白紙)を配布

iwm

完成した作品を冊∴f-にして配
布するO

・一一- 100　‥-

指導L<蝣'>&'意点

書くときの基本的な放ま

りは、もれの無いように

しておくu

机間指導をしながら、で

きるだけ多くの溌所を見

つけさせる。

Tj、-Lタシートで確認した

教材内の留意点を憩起さ
せる。

宣伝文にキャッチコピー

を添える理由を伝える。

他者に読ませるものだと

いうことを意識させるO



第--時　指導案

0本時の指標

・サJ伝上¥:A-;・!.'て　　　∴＼ J二三!鞘　、 .㌔//-fさ‥..

1滴<!l　主>tfj.:軒:・-.iMf.v;蝣'.>蝣>蝣>. :　‥≒!;".'亡!.∴ *.・*∴ 1'.∫-・L∴蝣s.蝣'.、,

指導上の留意点

It北条のクラス催し物につ

いての宣伝ポスター.-を作る

ことを伝える。

eワ--・クSf・-トを配布するo

o憲伝文を書くときに経藩し

なければならない点を簡条

巻きにさせる。

・y・--7シーートに記_入させ・るo

qできるだけ多く挙げるよう

に伝えるO

・醜聞指導を行い、衝き音ま

蝣oている生徒には適宜アド

バイスを行う。

9教材文から済み敬った経露

点を憲絶させる。

一一一川1 I-

辞儀の観点

注寮点を壌不慮なく番け

ているか。

・学習活動に療極的に取り

組んでいるか。

・多くのヤー・リレスポイ　ト

を.発見できているか。

r投意息が守られているか

L-自分が見つけたt-一一A-.':(A

ポイントを文車内にきち

んと盛り込んでいるか。



一等　　　*詛・蝣一蝣骨子こ

0本時紛目標

Wttfr1.-妄・.臥;:ミ・一・>,ト・.':・"'.-てT V-・ノ　　　　　与Yk< ∴＼ 1.:: 、

i-Vv　　三二-Il~、′∴＼._、l ・.L∴　^*-・!削・し.'A　蝣'./..一iこ油(.t・>";(、

学習活動

・・ I.柱;</"fi輔.峠nS・.. ;

m

・・yy<く.:-こJ} ;、1.i言*蝣*v ^.メ.

f前時の娩き)

E田smfEmiVs*-団必要

性手∴呼*蝣* if

・見出しとなるキャッチ

コピーを考えるr

9宜伝文を清番する巧

完成した華晶を

る。

指導上の留意点

・執闘緒導をしながら、拝薬の

港.Ajでいない生徒を支援する

の集塵が理解し易いように、簡

単な画を1つ以上示す。

サあま智東い二監章にならないよ

うに放資を促すO

・清杏用紙(A4白紙)を転fli

する。

・レfアウトやイラスt・は生徒

tr.任せる。

G完成した鮮品は静子にして配

布する。

-L　川三　一一一

評儀の観点

・キャッチ3ピ一一も見出し)

と内容の鋼嬢について理

解できたかo

Q宣伝文の内容に適してい

て、 ll.0、効果的なキャ

ッチコピ-となっている

かO

・俸品の形式などに工夫が

なされているかO



く今後の課鷹>
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ろうと考えたわけだが、授業を進めていく上でも,.くつか考慮しなければならない点があるO

:--I'1tHt・iトノ:重さ・、・!・言.ち.1'′!、'.i'".く、.い「,!''.:・
蝣蝣こ:''蝣'・上;-I:.
定されてしまうごとであるOこの点は、例えばお菓子や電化製品のカタログなどを作るというこ
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という作業が必要であること、また-1一九一一人にそれぞれの達成感があるということを考え、値入

作業にした。しかし個人作業ではどうしても学習者個人の菱が明確になってしまうということ、

:''軸内Ij,.…'II′い・i"i蝣・"."'・'.!'-.--'1蝣・蝣'l-i'・こ、・.蝣ォ;-iミこゝ∴い

さらには評価の仕方をどうするかという問題もあるoクラス全員が同じ題材に取り扱うため、

冊子にしても実用的なパンフレットにはなりえないO評価がグラス内に留まってしまうのである。

'・-i.'.IJv:''ト'K・、I-二J一丁.'I'‥日、′・.㌔'!,I・.I.ト㍉I,:

年としての文化祭パンフレットを作成するというこ年が挙げられるuこの方法であれば飽学年は

もちろん、地域の人々にも見てもらえる上に、催し物が飲食店ならば売り上げを,演劇などの山

I1れ・'j、「、′.二・;.蝣・'^'i"!i:~.、i:-1!*!喜l!、t..那:「、III;'蝣>:Ii-・∴・

実感、評価できるのではないだろうか。
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葉というものも今後検討されるべきであろう.,将来的な目標である自己衷現力の向上までの.、さ

らなる工夫が今後の課題である。
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五　本節のねらい
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段使っている膏薬の意味をし、つかり埋酎ノたうえで、その吉井を償う姿勢を身に坤けさせる
ことをねらいとするO今岡私たち臥膏薬の意味を理解できていないために起こる,おかし

な雷い方の例をとりあげる。 I.二の学習を適して,自分の身の困りにおかしな貰い方が存在し
ていることに気付かせる=.ととする。
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0指導指標

O Eヨ常生活で違和感なく開く表現の年収も、敢りがあることに気付くことができるヵ
・正しく表現しようとする姿勢を養う。

・富貴を理解したうえで凌現する必要性に気付き、自己の書籍生活を鳳直すことができ
る。

0指導酢画　t,全--時)

指導目顔

曹段耳にする表現の中
にh、おかい」、清いi,-

があることに気づかせ-
るC.

0学習指導案

凱U..-).o巾_、おいUtt言い
方を吉A,re仝JS*:>搾る。

廻mai寧日aIW&

他車は発黍を潮音、正しい
諾い方は鋼かを脅えるO

学習活動 lM

水師が挺ネした　蝣vさ,-p.-

ついて考えるO

・本文を通託す5,.

蚊にうJ>.'蝣・れ, &>かしTJ.

言い方を詫A.'だ会話」'蝣

を作」>., ('7--才三.十・ト

由を使fl!)

I I　一一、_

机間指導/-チ/I'、、活動が進
まない雛に謝しては助粛す

・1>.I

学習者に華泰を注意して滑

かせるようにする。

:4-時IJ:,まと'>'.'.'-して、いく

つか例を挙げ説明を加え
る。

rri樽上so留意点

「あの人はいつも的を得たこ

とを蕎うねえolという一文

を提示する。
本時の学習内容を明 '+}mめら

すA

本文の内容に・ついて衝単な
華間をする。

上二!.捜</JサVi廟を説明する..

会議文の例を示すO

班に　枚寸'--:>か-トを配る..
訊問指導を行うG

一・日d　-I

評価の観点

カ--ドに番かれてい

るおかしな露い方を
理解できているかO

磯療約に活・動に参加
できているか。



:I -　　-I -
触班はおかしな薄い方
は何かに注督して開

き、なぜそれがおかし
いのか、正しい雷い方

は何かを考え発衷す
るG

ワ----クシーL・ト②に記入
するD

n木曜のまとめをする。

・発表はタイズ形式で行わせ
<>.,

サ全音文発寮錬,雛で-蔽し合

蝣i時間を与えるo

各節が嵐表した例を取り上
げ、そcO群の/Jによる分m

*-J-る。.いく′Jか組(～.坤性

挙げて説明を加える。
社会約億習や。、.時代の変化
によ　て、軽*L;例が必

ずしも閣遠いだとは限らな

いことを補足するB

集中して発議を聞く
ことができている
m

:.)一・一クシー.・トにTf三し

く記入できている

かI,

‥嵩.「 ..'.>'*'蝣;・'主ii*;.

きているか。

《今後の綴腰》

心重,こ1言昌一.-!,・ご　　ざ:・・{..・　- .、i蝣:.-.'.'・蝣ミ・_ '/・・' !.;.J　　　蝣'-　し・ '∵v.. 511";.., ; >・ '(

捕虹ミサ蝣・'・"*ト.li一.- '∴!.蝣(・、　: ~王　　　.蝣:r'¥と　:・さ　　　　　　‥・l 、 .・∫・.・∴#・.・・、.;

うことで、三つの間滑が生じた。
:.Jゞ~ほ∴　　・-'.蝣'蝣}*:i邑　∴　-!与　　　∴.一・・. P?　・一・.-y.:-、;.;、..ベI ' '---.・・こ、 Il_ 、wl'*.ド

日常のg'諏生活に即した問題であるために、多くの例を学習するほうが良いのかとも考えた。

しかし今回は、多くの例を取り上げるよりも、数を絞ったほうが学習者の頭にÅりやすいの
ではないかと考え、少ない例を扱うことにした。

次に、クイズのときに使うワークシー…ト-の記入についてであるO私たち絃出題雛の説明
を注意して開か健るために、学習者が必要だと思うことを自分で判断して配入するという方

紅をよ-つたo Lかし、 ::(T>.ti法では、敵弾な点を書き瀧(-,:.てI.一まう学習・3がいる恐れがあ
るQそのた軌教師が儀容をし、記入する内容を明らかにするほうが良いかとも考えられるO

最後に、今回挙げた例が必ずしも掛りだと書い切ることができない点であるち膏薬の本来
;.'f*て";i∴　∴　∴蝣:.蝣蝣一蝣>:・i　. I 、′　　.-!>・J!ご-:-;1;'・・"蝣''・'."i".・・>'..'- '.;、　∴こ-,i; :いゝ蝣?!.蝣・s.....、

この点については、教師が療後に鋭明を付け加えることで、 -・・応の対顔としたO

以上三歳を今後の錬題とし　引き統き考えていく必要がある。

《参考引用文献》
q監修者　虚構良孝
ゎ著者　　宇野轟方

『間適いやすい常葉辞典』　1999年
!Tw常浩の割、剛違い集』　1 9 94年

-　KJ9　--
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捨・:い:I:

凄磯の実践は譲 *-s?.'・録・.鯨古

第且節　記録文

第2蹄　聞き轟きを書く

甘i-.サ鱗　I-:i.蝣つ'F工.j主

第4節　方言た共通藩を使rUh憲二なす



第4葦　表頚の実践　2) -記錬.報告-

第1舟『記単文rアカテガこの大行進」細正憲』
教育学斜

癖匂慎一郎

教群教育学.群BF題教育学者彦

冨安慎苔

I　本源のねらい

第4章は、これまでの章を跨まえ、記録文、報告文、レポートなど、説明文と言える文章を書くことを

目的としている。文章というものには、論説文、宣伝文、静、小説など様々な種類のものがある0人は文

章を書くとき、まず投割/目的を決め、その役割/目的に応じた文章の種類を遠訳し、実際に文章を作るU

本節の「アカテガニの大行進」から、役割/目的を読み取り、それらがいかに効率良く文章になっている

かを気づかせることで、文章というものが、無駄のない効率的なものでなければならないことを確認させ

る。

Ⅲ　学曹音韻(対象　南棟2年生1学期)

現代の学習者は、小学校までは作文教育を受けているが、中学・高校では、ほとんど受けていない。こ

のことによって、学習者の多くは、文章を漠然と書いている状態がある。本来、文章というものは、それ

ぞれ一文、 -段落が全体中の一部として機能するものであり、意識的に書かれるべきものである。本肺の

中で、そのことを改めて確認させることで、これからの文章活動への意識付けを行ないたい。

Ⅱ　本節の可能性

・文章というものが、役割/目的に応じて曹かれるものであることを理解することが出来る。

・各文、各段落が、役割/目的に応じて、全体の中の一群として機能していることを確認出来る。

・一一一113　--



○学習指導計画

指導 自席 ? I g i 指導 上の留意 点 -

第

文章 には役割 / El的が存在

○こ れまで、読 み/ 書 き して きた 学習 して いた ものも含め、 これ まで

文章 の種 類 を発 表す る。

挙 げた文章 の役割 / 目的 を考 え

る。

○ 文章に は.、そ れぞれ役割 / 目的

み / 書 き してきた文章 の種類 を発表 させ

板書 す る。

○発 表 させ た各文章 につ いて、その.役割

/ 目的 を考 え させ.、発表 させ る。

0 それぞ れの各文 章に、役割 / 目的 があ

して い ることを確認 させ る。

○ 本文か ら筆者 の主 張の ま と

があ り、 それに応 じた効率 の良 い つた ことを押 さえ、.そ れに応 じて文章は

文事 を書 くことが必要で ある こ.と

を理解 する h

O 「アカ テガニの大行進 J (以下

か れ るべ きもので あるこ とを説 明す る

○範読 の際 、筆者 がこの文章 に どの よ う

文 ) の範講 を聞 く。

○筆者 が この文章 に持 たせ てい る

な役割 / 目的 を持たせ てい るかを考え さ

せ てお くD

0 府議 を開 いた上 で、 この文章で の筆

役割 / 目的 を発表 する0

〇八段落 に書 かれてい る筆者の 主

の主張 を押 さ えさせ る。

筆者 の主張が最 もま とめ られ ている

藩を挙げ させ る0

0 先 に押 さえ た筆者 の主張 を跨 まえ、J

めを読み取 らせ る。 張 を箇 条書き にす るD 段落 の内容 を細か く箇条 書き で発表 させ

る。

「ア カテガニ には固有の時間 感覚 があ

る」 ことを筆 者 がま とめ と して言 いた い

こと を捉 え させ る。

w .

時

0 邸 か な記述 / 構成 に注 目さ○ 各段落 の細 か い記述 / 構 成に着 〇期 か い記述/ 構 成に注 目させ、各 段

、その効果 を理解 させ る6 目し、各 段落 の主項 を押 さえ る。が どのよ うに効 果的に主張 を述べ てい る

かを押 さえ させ る。

箇条書 きに した八段落 の内容 と、各○ 各段落 と八段落 の関係 を理○各段落 と、八段 落 との関係 を押

させ る。 さえ 、この文章 の役割 / 目的 が、 の 内容が 、 どの よ うに関係 していた か

どの よ うに関係 して いたか を確 認 を確認 させ る。

す る0

文章 柱、効率 よ く寄か れ るべき

「ア カテ ガニに は固有 の時 間感覚 があ

る」 とい うま とめにつな が って いる こと

を確放 させ る。

0 本文 の ように、文章 を書 く際 には、

もの であ ることを確証す る。 割/ 目的に応 じた記述 / 構 成 を意識 す

るこ とが必 要で あるこ とを確 認 させ る。

-　¥¥¥　一一



○第-時学習指導案

<指導目標>

・文章には役割/目的が存在していることを確認させる。

・本文から筆者の主韻のまとめを読み取らせる。
時間 l 学 習活動 指 導上 の留意点 評価 の観 点

0 0 これ まで、読み / 書 き し○学習 して きた もの も含 め、 これまで読 み/ 香

○各文章 につ いて 、そ の

てきた文章 の種寮 を発表す き して きた文章 の種類 を発表 させ、板書 する。

る。 例 : 小 説、説 明文、詩 な ど→板 書(1)

5 0 挙げ た文章 の役 割/ 日的○発 表 させ た各文章 につい て、その役割 / 目的

を考 える。

28 0 文 章に は、それ ぞれ役割

を考 え させ 、発表 させ る。

哩: 小説 / 作者 の章 志 を娩 曲に表現 す る。

役割/ 目的がそ れぞ れ

な つ.ている こ とを理解 し

楽 しませる 。 て発表 出来 てい るか0

0 文 章には 役割 / 目的カ

説 明文 / 筆 者の主張 を伝え る。説得 する0

宣伝 文 / 商 品 などの購 貿意 欲を促進 させ る

→板 書(2)

この際 、. 具 体例な ども示 し、この文章 の場 合、

などの 目的 も押 さえさせ る。新瀕 の文 章では な

くこれ までの授業 で行 なった ものを使 用す る0

→板書{3}

○それ ぞれ各文 章に、役割 / 目的 があ った こ と

/ 目的が あ り、そ れに応 じを押 さえ、そ れに応 じて文章 は書 かれ るべ き も

た効率 の良い文章 を書 くこ

とが必 要で あるこ とを理解

す る0

25 「ア カテ ガこの大行 進 」

ので ある ことを説 明す る。

○範読 の際 、筆者 がこの文章 に どのよ うな埠割

(以 下本文 ) の範議 を聞 く/ 目的.を持 たせ てい.るか を考え させ てお く。

34 ○筆 者が この文章 に持たせ ○範護 を聞 いた 上で、 この文章 での筆者の 主張

ている役割 / 目的 を発表 すを押 さえ させ る0 あるこ とを踏ま えた上 で

る。

40 八段 落に書 かれて いる筆

筆者 の主張 が最 もまとめ られている段落 を挙 筆者 の主張 が理解 出来 て

げ させ る 0 ( = 八段落 〉 い るか 。

○先 に押 さえた筆者 の主張 を踏まえ、八 段落 の〇八段落 か ら主 張 となる

者 の主 張 を発表 す る。 内容 を欄 か く箇条書 きで発表 させ る0 部分 を選びだ す ことが出

. 大潮 の 日を知 ってい る。 来 ているか 0

)

)

. 確聞 さえ知 ってい る。.

. 日ご ろの腺病 さ さえかな ぐり捨 て る0

- 時 間に間 に合わ ないもの は、卵 を食 べて身 を
軽 くす る0 →板書{4

これ らtq)内容 か ら、 「アカ テガニには国有 の

時間感覚 が ある」こ とを筆者 がまとめ として言

いた いこ とを捉 えさせ a l。 →板書 (5

hl吏;*i. -　　　LL .1* -J*鯨F;:計由L:141辿.
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〇第二時学習指導案

<指導日確>

・各段落と八段落の掬係を理解させる.

・細かな記述に注目させ、その効果を理解させる。
時間 学習 活動 指 導上の 留意点 E 評価 の要点

0 0 各段落 に筆者 の主張 の論拠 がそ れぞれ あるこ

「そんな こと」 などの

とを押 さえ させ るも

3 0 一段落 の 内容/ 構造 を押 一段 落が導入 で ある ことを押 さえさせ る。

さえ る。

〇二 段落が 「アカテ ガニが多 いこ とを言 ってい5 〇二 段落 の内容 / 構 造を押

さえ るB る」→ r全 て のア カテガニが大潮 の 日を知 って

いる」 とい うことを言 ってい る ことを押 さえ さ

せ る。

13 〇三段落 の 内容/ 構造 を押 「そ んな こ と」 = 「ぺ し ゃん こにつぶれ てい

蝣 さえる。 た 」とい う構 図を示 し、 アカテ ガこの異常性 が 粟 を確 認 出来て いるか

○ 「本来 な ら」～ の流

b られてい る ことに着 目させ る。

18 〇 四段落 の内容/ 構造 を押O r 本来 な らl → 「それ なのに 」→ 「そ ればか
さえ る。 りか」 とい う構図 を示 し、 テカテ ガニ の異 常性 に よる効果 を確認 出来て

が強調 されて いるこ とを確放 させる。 いるか 。

砂浜 の記述 の効果 を

〇三段落 と四 段落が合 わせ てア カテガニの異 常

な様子 を説 明 して いる ことに気づ かせ る。

→ 板書 での確憩 を行 なうD

2 5 〇五段落 の内容 / 構 造 を押〇 五段落 が産卵 の様 子 を記 鐘 した もの で、ア カ

さえ る。 テガニが 引き渡 に卵が さ らわ れる ことを考え て

産卵 を行 な ってい ること を確認 させ る。

大潮 の Eiに産 卵 を行 な うこ とが 、どの ような

葉 があ るのかを確認 させ る。

23 〇六 段落の 内容/ 構 造を押0 7 カ テガニが完全 にい な くなった様 子 が、

さえる D 「海 が ひたひた と～射 してい る.」 とい う養 親で させ るこ とが 出来 てい

調 して示さ れてい るこ とに注 目させ 、ア カテるか。

○ アカテ ガニの実数が

ガニ が潮 の時間 を完全 に知 ってい ることを示 し

" - てい るの を確認 させ る0

3 5 〇七 段落の 内容/ 構造 を押 O r 魔法 にでも～ 」とい う言 葉で 、ア カテガニ

さえる D が完 全に いな くな った ことを態調 してい るこ と されて いる意味 を理

を押 さえ させ る。 す るこ とが 出釆て いる

八 段落の ま とめ のた

にゝ、各段落 が存在 して

ア カテガこの実数 を記 述す るこ とで ' アカ テ

ガニが時 間 を完全 に.知 ってい るこ とを強 調 して

いる こ とを確認 させ る。

■■ ■" " " " " -

〇六 段落 と七段落 が、合 わせ て アカテ ガニが潮

の時 間 さえ知 っている ことを説 明 してい るこ と

を確 認 させ るe

→板書 での確 認を行 な うe

4 0 0 各 段落 と、八段落 との開 箇条 書き に した八段 落 の内容 (第 一時板書 )

係 を押 さえ 、この文章 の役 と、各 段落 の内容 が どの よ うに開係 して いたカ

那 / 目的が 、 どの よ うに文 を確認 させ る。 「ア カテ ガニ には固有 の時間 るこ とを再確 敦 出来てV

章 に反映 されてい たか を確感 覚が ある 」とい うま とめにつ なが ってい るこるか。

路す る。 とを確認 させ るO

--7 116 -メ
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<今後の課葛>

今回の授業では、これから多くの文章を書くことになる学習者に、文章を書く上で注意するべき点を押

さえさせることを目的とした。この授業では、実際に文章を書くという活動は設定していない。この節で

取り扱っているのは、 「自然物の記録文」である。学習者にとっては、書くことよりもその細かい記述に

着目し、設定された役割/目標に応じる形でなされている記述/構成を確認することの方が有効であると

判断した。

発展としては「アカテガニの大行進」だけではなく、種類の異なる文章を読むことで、役割/目的に応

じた記述/構成の変化を確認するという活動が挙げられる.

また、今回の授業で学習したことを、実際に背くという活動を行なうことによって、確認することも有

効であると考える。この際、今回の「記録文」で行なうのであれば、 「自然物対象」と、 「人間対象」と

いう二つの方向が存在するD　前者は、今回の「アカテガニの大行進」のような記録文であるが、このよう

な記録文は、学習者にとって明確に「伝えたいこと」が設定しにくいと考えられる. 「書く」という活動

を考える場合には、 「人間」についてのインタビュ-などを元にした記録文作成の方が、　は)相手の憲を

聞いて、記録文にしたい主蓬を考える　(2)インタビューした相手の話で、重要だと考えた部分を精選す

る　(3)選びだした部分を、有効だと考える記述/構成によって文章化する.　という観点を直くことが

出来るという点で、より今回の授業を跨まえた活動を行なうことが可能であると考える.

<参考文献>

最新　中学校国讃科指導法講座　8

『理解(5)説明、記録・報告、報道の指導』飛田多事雄・小林一仁　　明治図書　　1983年10月

重要用語380の基礎知識　3巻

『国語科重要用語3川の基礎知識』大槻和夫　　明治図書　　20 0 1年5月

:?、.



第4章　　表現の実践(2)　記録・報告一

第2節　　聞き書きを書く

教科教育学科国語教育学専修

小川俊輔　　　斎藤奈緒美

①本節のねらい

自分自身が興味をもっていることについて話し手にも楽しんで話してもらうための、効果

的な取材のしかたを知るo話し手の伝えたかったこと、強調していた点を正確に聞き取り、

得た情報を効果的に伝えるための表現力を身につけさせる。さらに、今後人的資源への取材

を情報収集の一つの方法として活用できるようにする。

また、話し手の人生における経験を直接取材し文章化することによって、話し手の人生

観・思いに近づくことができる。そこから、自分自身の生き方、考え方を見つめ直すための

きっかけとしたい。

②　学習者観(高校二年生)

これまでの自己表現についての学習から、学習者はある程度自分の思いを書兼にすること

に慣れてきている。しかし、この章では、前章までの自分の内部からの表現を踏まえ、外部

からの情報を取り入れて、整理・加工して表現することが求められる。本単元では、取材を

して他者の人生観と出会い、それをその人の営業で忠実に表現しようとすることにより、自

分申狭い世界から抜け出して書くことにも意欲をもつことができると考えるOまた、轟校二

年生になり、進路選択の時期も近づいてくる。目の前の受験にだけ目を奪われ、大学卒業後

の.自分や人生の歩み方などに関心を持たない学習者も多いO豊かな人生経験をもつ他者を取

材することにより、他者の人生に触れ、これからの生き方・人生観を様々な角度から考える

ことができるのではないだろうか。

さらに、他者の話を的確に聞き取り、第三者に伝えるカは、社会に出たとき学習者に求め

られるものである。取材をして文章化することは、学習者にとって重要な経験になるだろう。

③本節の可能性

・自分の聞きたいことを話し手から聞き出すた桝こ、効果的な取材のしかたや質問項目を

考えることができる。

・聞き取った情報を自分の中や盤理・加工し、話し手の雰囲気が伝わるような文章の効果

を考えてまとまりのある聞き書きとしてまとめることができる。

・他者の人生観に触れ、自分自身の生き方について様々な視点から考えることができる。
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●指導目標

・他者の生き方や人生経験などに触れ、自分自身の生き方を見つめ直すきっかけとす

る。

・効果的な取材をし、それを文章化する力を身につけさせる。

・明確な目的意識をも'って取材し、他者の人生から学ぶ姿勢を身につけさせるO

●指導計画(全2時)
指導 目標 学習 内容 指 導上の留意点

第

時

. 自分の 聞きたい ことを

○ 教科書 の作品 を諦み、聞き .作 品には聞 き手 の質.間が

手の存在 に気付 く0

0 教師 が モデ ル イ ン タ ビユ

挟 まれ て い る ことに気付 .

かせ る0

話 し手 か ら聞 き出 す た .取材の留意点 を考え させ

めに、効 果的 な取材 の し ーを行い、取材 の仕方 を考 る0

.日分の興味 のあ るテーマ

か たや 質 問 項 目を考 え 1える0

させ るO

. 他者の人生観 . 職業観

0 テ ーマ と取材 対 象者 を決

め る0 を見つ け させ る0

○ 質問項 目を考 え る8

0 取材 の流れ を確常 す るO

.取材対象者 の人生観 、職

か ら学 ぼ う とす る態 度 .業観 にせ ま るこ とがで き

を身 にら けさせ るO る質問 を考 え.る0

.テープ レコー ダーへ の記

録 を促す8

琴

.取細 こおいて感 じた話 ○ 聞 き書 き の書 き方 の 説明 . ワー クシー ト② を配 り、.

し手 の人 生 観 や職 業観 を聞 く0 説明す る0
蒔
を文 章 で 再 現 す るこ と

がで き.る0

,他者 の生き方や 人生 経

験な どに触れ、自分 自身

をこ見つ め る き っか け と

す る0

○ 聞 き書 きを書 く0 . 机間指導 を行 う0

- 122　----



第1時指導案

〇　本時の目標

・自分の聞きたいことを話し手から聞き出すた桝こ、効果的な取材のしかたや質問項

目を考えさせるO

・他者の人生観、職業観から学ぼうとする態度を身につけさせる。

分 学習活動 指 導上 の留意 点 評価 の観 点

0

10

3 0

3 5

4 5

-教科 書の作品を琵み、聞 . 一人 の醇 り手が語 ってい る .作 品か ら、聞き手の質問

き 手 が どの よ うな 質 問 を よ うに見 える文 章 の蓑 には を読 み 取 る こ とカiで きて

してい るか考 え る8

.教 師がモデルイン タビユ

聞 き手が いて、その質問が挟

ま れ てい る こ とに気 づ かせ

る0

.段落 ご とに考 えてみ るよ う

に ヒン トを与 える0

.イ ンタビュー か らこのよ う

な文 章 に ま とめ るこ とを伝

え る0

. ワー クシー ト(りを用 いて取

いるか8

.教 師のイ ンタビュー に注
ーを行 い、インタ ビューの 材 の際の留意点 に考 え させ 、 目 し、留意 点 を考 えるこ と

際の留意 点 を考 えるO 発表 させ る占.. がで きて いるか 0

. 取材対象者 とテー マを考 . 自分 の興 味のあ る職業、、戦 . 自分 が興 味 を持 つテーマ

え る0

.質問 をつ くり、取材 の流

争 体験 な どか らテ ー マ を選 を 見つ け よ うと して い る

ばせ るO か 0

. 目的意識 を もって、自分の .取材時 の質 問の流れ をワ

れ を考 える0

- 取材 の しかた を確 課 す

聞 きたい質問 を絞 らせ る0 ー ク シー ト③ に轟 き こめ

, どの よ うな質 問が取線 対象

者 の人生観 、職業観 に迫 るこ

とがで きるか考 えさせ る0

.抽象的な質問 は避 け、相 手

が 答 えやす い 質 問 か ら始 め

るよ う指導す る0

.相手に とって不快 となる質

問は避 けさせ る0

. 取材噂 は、考 えた質問だ け

て い るか 0

る0 で な く流 れ の 中 で相 手 の思

い を引 き出す よ う細 か な問

い を発 す るよ う確蘭す る6
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. ワークシ】 ト①を用いて確

認 し、次時までに取材を行っ

ておくことを伝える0

.テープレj ーダ」に記録す

ると文章化 しやすい ことを

伝 える0 .

第2時指導案

〇　本時の目標

・取材において感じた話し手の人生観・職業観を、文章で再現させる。

分 学習活動 指 導上の留意 点 評価 の観 点

0

5

4 5

. 文 章化 す る際の留意 点 . ワー クシー ト② を配 布 し、説

.取材 対象 者が伝 えよ うと

を聞 く0 明す る0

. 取材時 のメモや テー プ .取材 対象 者の } 人語 りの形式

を用 いて 、文章化 をす る0

.完成 した聞 き書 きを提

で書かせ るD した こ とを 自分 の 中 で整

.取材 対象者 の人生観 をその ま 哩 .加 工 し、読者 に伝わ る

まの形で表現 で きるよ うに、構 よ うに 文章 化 で き てい る

戒 を考 えさせ る0

.机 間指導 を有 い、文章化の仕
方 を指導 す る0

. 聞 き書 きをま とめ、文集 に し

かO

出す る0 全員 に配布す ることを伝 える0

.人的資源 へ の故材 を情 報収集

の 一つ の手 段 と して 活用 で き

るこ とに気づ かせ る0
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●今後の課題

①取材への目的意預をどう持たせるかO

今回の授業では、教科書の作品の中にインタビュアーが隠れているということ-の興味

を導入とし、取材-の意識を商めさせようとした。しかし、取材内容が将来の職業に役に
立つというlことだけでなく、相手の人生観・職業観といった相手そのものを知りたいとい

う気持ちを持たせることが重要な裸靖であると感じる。

②学習者全員が興味あるテ-マを見つけられるかO取材したい人や、興味のある仕事に就

いている人にアポイントを取れない場合はどうするのかO

教師の机間指導により、学習者が自分の興味や、将来-の希望と向き合えるように指導

したい。また、直接会って取材をすることが難しい人物の場合、電醇での取材をすること

も考えられる,学校図書館での人的資源マップ等の作成を進め、活用できるように指導し
MB

③実際の取材が授業外の活動になってしまう。インタビューの流れの中でどのような質問
をしたのか、相手-の態度はどうだったかなど教師が直接見て指導することができない。
評価の問題にも関わるが、本単元の一つの大きな活動である取材が授業外の活動になっ

てしまうため、指導がしにくいという裸題が挙げられる。今回は教師がモデルインタビュ
ーをすることにより取材に大切なことを学ばせようとしたD

④インタビューの注意点は学習者から出させるべきではないか。

今回は初めてのインタビューであり、注意点を見つける観点を教師側からある程度提示

することが必要だと思われるO　ワークシートの下に空欄を設け、学習者が自由に気付いた
ことを記入できるようにしたい。

⑤どう評価するのかO

開き書きには取材という「話すこと・開くこと」の活動と、それを文章化するr書くこ

とiの指導が含まれる。 「書くこと」については作品や机間指導で評価することができるが、

敢材の中の「話すこと・聞くこと」は評価しにくいO取材の感想などを書かせることや自
己評価が考えられる。

⑥テーマについてある程度知識をもって取材にいくべきである。

今回の授業では取材のために特に調べてから行くということはしなかった。しかし、質

問項目を具体的に絞って考えたり、取材対象者に好印象を抱いてもらったりするためには

ある程度取材することについての知識を持っていることが必要である。図書館で調べ学習
の時間を取ることも考えられる。

⑦各自が聞き書きをしたものを全員が読むことができる時間が必要である。

できるだけ多くの人の様々な人生観に触れるとともに、友人が興味をもって取材した人

物について知るた糾こそれぞれの作品を済みあうことが重要である。今回の授業では文集

として配ることで今後に生かそうとしたが、授業の中でそれぞれの作品を紹介する時間を
とることも考えられるO

《参考文献》

田近籾- ・浜本純逸・大槻和夫編『たのしくわかる高校国語卜打の授業』あゆみ出版
立花隆『「知」のソフトウェア』講談社現代新書

立花隆+東京大学教養部立花隆ゼミ『二十歳のころ　立花ゼミ「調べて書く」共同制作』
新潮社
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ワ-クシ-ト①

喝さ書きの放れIミ…棚.大丸如さ_

1 ,取耕対象者を決めるんだ!

①事柄(関心のある職業、戦争体験、青春時代の行き方など)に対する(　　　)から選ぶ。

②人物(祖父母、父母、先生など)に対する(　　　)から選ぶ。

Z,質問を脅えようではないか! I

①自分の(　　　)に沿って質問事項を考える。

②考えた質問事項をある程度分類してメモをする。

③相手に不快を感じさせる質問になっていないか、よく吟味する。

3、取材のアポイントメントを七ろう!

①どんな事柄を聞きたいか事前によく考える。

②相手に取材をする時間と場所の交渉をし、 (
あらかじめ相手に伝えておく。

aォ_i院にm'&zwii雲にk.jMiMJjl架と13Xl付㌫uE: 」 ] ]

くり明確な(　　　　　)をもって取材に行く。

②質問事項は出来るだけ頭に入れておき、質問に窮したときだけメモを見る。

(勤相手と良好な人間関係を築いた方が、当然多くを語ってもらえるO
そのためには礼儀を心得ることが重要o

④いつ、どこで、だれが、何を、何故、どのように行ったか(-
話しのポイントを聞き落とさないようにメモを取る

⑤人名や地名などの固有名詞は、 (　　　)を確認する。

⑥年月日、数量などの(　　　)にも注意する。

⑦メモは要点のみにとどめ、できるだけ相手の顔を(
(　　　　　　　)たりして聞くと、話が弾みやすい。

)杏

)という

)たり、

⑧また、テープレコーダーなどで録音しておくと、話を文章化しやすい。
ただし、その場合は(　　　　　　　　　)を得ておくことが必要であるO

⑨用意している質問を機械的に投げかけるのではなく、相手の話の流れの中で
質問をする順番を変えてもいいし、面白いと思ったら突っ込んで聞くようにする。

◎他にも気付いたことがあれば書こう!

- !26 I-.-



ワークシート③

Jftiilコ　　　に」3KJfa図asi]芦田3t<EMM 」量ニ

①取材したときの印象を文章に反映させるため、メモ(や録音)をもとにして
(　　　　　　　　)文章化にとりかかる。

②聞き取った内容は膨大になる場合が多いので、すべてを書こうとしないで、
(　　　)に沿って内容を(　　　　)し、全体の構成を考えてまとめる。

③読みにくくない程度に方言など(　　　　　　　)を盛り込み、その人らしい
雰囲気をだすよう工夫する。

④話し手自身の(　)や　　　)・(　　　などについて語っている部分を
早めに提示しておくと、読者は話に入りやすい。

⑤取材で自分が得た感情を、自分が構成した文を読んで、再度感じることが
出来るようにする。

〈構成メモ欄〉
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ワークシート③

一取材をしよう- ( )午(  )組名前(　　　　)

寓口愚孟i&JI'lti昌J ii n血;S"4T.'iJrォ

どんな仕事に興味があるだろう。戦争や過去の様々な出来事で恥、てみたいこと

はないだろうか。それを誰に聞いてみたいか考えよ う。

圃　閉A.&KfaォTS<D#? 」田mJ^M揖LCtf'Jfi

話し手の伝えたいこと、自分の聞きたいことを引き出すためにはどのような質問
をし、 どのような順序で聞くと効果的なのか考えよう。
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生徒作品例
看護士の仕事について

苅田隆之-1977年生まれo鹿児島大学医学部看護学科を卒業後、広島市立

安佐市民病院勤務。

ぼくは市立病院の内科病棟に勤めている看護士なんだけど。看護士っていう仕事はね、蘭単に

葺うと病院で患者さんのケアをする仕事が主で。朝病院に行くとすぐに、夜勤勤務の看護婦さん

たちと業務の引継ぎミーティングがあってね、病棟にいる患者さんの状態を教えてもらうんよ。

そこで、容態が変化したり特にケアに注意が必要な患者さんについて頭にたたきこまなきゃいけ

んのんねロ特にうちの場合、内科病棟じやけえ、患者さんを外から見ただけじゃ判断できんげえ、

このミーティングがすごい大切なんよね。このミーティングをいいかげんにすると、特定の病気

にはの、絶対に使っちゃいけん薬があって、患者さんの命に関わることがあるんよね。ミーティ

ングの後にはメディカルチェックってゆって患者の体温や血圧とかいった体調チェックをしてま

わるねOその日にレントゲンや手術の入っている患者さんの食事制限を管理したりするんもぼく
たちの仕事なんだよ。

ぼくが看護士になろうと思ったんは、ぼくのおふくろが看護婦をしとってね、うちは母子家庭

だってね、育ててくれたおふくろには感謝しとるし尊敬してますねOたぷん、その影響が強いん

じやろうねOもう、小学校六年生んころには、文集に「看護婦になりたい」って書いとったです

ねOそのころは、看護士っていう青葉はまだなかったし、看護婦っていうと実際女性ぽっかりじ

やったし,友達に博護婦になりたい」って言ったときには笑われたもんじゃね。でも、この職
場で男性っていうのはまだまだめずらしいもんですよa

男で看護士をやっとると、注射するとき嫌がられたりするのはよくあることじゃね。無神経だ

と思われるんかねえ。ほいじやけど、患者さんは結構ご年配の方が多いけえセクハラとか言われ

ることはないっすねえo病院内じゃあ、よく先生と間違えられます。力仕事の割合が多くなるの
は女性と違うところですねO

今は、勤務は複軌準夜、日勤ていうな、一日三交代制なんよね。でも、今うちの場合、自治

体が財政難じやけえ、一日三交代制を-日二交代制にして給料カットをしようとしとるんよね。

でもな、そんなことしたらな、長時間労働で注意力が低下して、医療ミスが多くなるんじゃない

かのって思うことはよくあるよねeもうひとつはインターンの医者が一人で当直医になって医療

ミスを起こすケースが増えとるんじやけど,研修医が当直するときはもう一人医者がついてアド
バイスできるようになったらええなと思う。

今の病院で一番怖いの臥院内感染じゃねo院内感染ちゅうのは、ウイルス感染の一種で人間

がより掛、抗生物質を作るとウイルスがそれ以上強く進化するんよね。いたちごっこちゅうわけ

だe病院内では、患者さんの抵抗力が弱いけえ、よく集団で院内感知鳩こって閉居になるね。

あと、ベット不足も全国的に深刻になっとるねo救急車がいくら早く到着してもペットの空いて

いる病院がなくってたらい回しになるケースがよくあるし、いくら救急救命士の制度ができても
あんまり効果ないよね。

看護士は医者の指示には絶対に従わなければならんのんじやけど、でも看藩士がおらんと医療

マネージメントはできんし、そういう意味じゃあ持ちつ持たれつの関係ちゅうことが嘗えるね。

病棟の患者のことを一番よう知っとんのは医者じゃのうて看護しじやけえね。実際には、そうい
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う問題は看護婦長がみな医師と掛け合ってくれるけえわしらが直接医者とぶつかることはあんま

ないね。婦長さんはぼくらみたいな新米を教育したり、なんかあったら責任もとらんにゃあいけ

んし大変じやね。

看護士をしていてうれしいのは、やっぱり患者さんに感謝されたときが一番じゃねえO例えば、

看護した患者が退院した後も、手紙を送ってくれたり野菜を送ってくれたりしたときにはほんま

うれしいもんじゃね。元気になった患者さんが作ってくれた野菜を食べるのは、ぼくも元気もら

ったようで明日からも仕事がんぼろっちゅう気になるよね。

一番大切にしているのは、.患者さんの心のケアかな。患者さんの不安は多様じやけど、患者さ

んの中には盲腸から末期ガンまでいてそれせれの患者さんがそれぞれの不安を抱えて生活しとる

し、吾っちやあいけんことや悟られちやいけんことがあるんよね。それは家族の人にも言えるし

ね。経済的にも精神的にも家族に負担を強いることになるし、これからは家族の人-のケアも大

切になってくると思うよ。

看護士といってもうちみたいな大きな総合病院と小さな個人病院じゃあ仕事の内容も違ってく

るし。例えば、ちっちやい病院じゃあ院内の掃除とか食事の配膳も看護士の仕事になるし、同じ

看護士でも手術室勤務の看護士では休みの日にも緊急手術が入った時に備えてポケベルを携帯し

とらにやあいけんし、看磯士・看護婦といっても勤務先によっていろんな内容の仕事があります

ね。 (採録:斎藤真一郎)
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第4章　表現の実践(2)一記録・報告-

第3飾　レポートを尊く 科目等履修生　松下韓

教科教育学科国語教育学専修　片岡由香合

工　本節のねらい

報告文は、あるテ-マについて調査や考癖などを行い、得られた結果をまとめて報

告するものである。報告文を書くには、調べる内容をはっきりさせ、必要な情報を収

集し、整理してまとめる力が必要となる。

本命では、報告文を書く活動を通して、客観的に文章を書く力をつけ二　日分の伝え

たい内容を、適切な資料を用いることによって明確に表現する力を身につけさせる。

また、最終的に発表することを考えながら、資料作りや発表の方法などを考え、限ら

れた時間の中で適切に伝え、相手の理解を助けるような発表をする力を身につけさせ

るO

E　学習者観(高校二年生)

これまでの学習で、生徒たちが身につけていると期待される力は次の二点であるO

一つ桝ま、第二章で学習した文章表現力である。具体的には、わかりやすい表現を

用いることや、自分が書いた文章を読み返して吟味すること、話のつじつまを合わせ

ることなどであるO

二つめは、第三章で学習した、人に伝えるための文章を書く力であるO具体的には、

手紙を書く形式を覚え、使うことができること、相手を意識した表現ができることな

どである。

以上のカを身につけたことによって、生後は国語表現を工夫し、それを人に伝える

楽しさを感じることができるだろう。しかし、実生活において、これらの力が本当に

機能するためには、さらなる学習が必要である0

本節の「レポ-トを書く」活動は、作文を書くことや、手紙を書くことに比べて、

高校生にとっては親しみのない活動であろうO加えて時間がかかる活動であるために、

敬遠されがちであるO　しかし、生徒の書籍生活の中で、知ったこと、分かったことを

整理して、人に伝えるということは少なくないO伝え方が分かりやすく、まとまった

ものであるほど、読み手、聞き手の理解を得ることができるだろう。かける時間の長

さは違っても、情報を収集し、整理する力は多くの吾静活動において必要な力であるO

本節では「レポートを書く」活動を通して、生徒に情報を収集し、まとめ、発表す

る力を身につけさせるOそれによって、生徒が話したり、書いたりする活動をより効

果的におこなうことができるようになることを目指したい。
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Ⅲ　本節の可能性

・報告文の書き方を知ることができる。

・報告したい内容を自分で決めることができるD

・必要な情報を収集することができる。

(インタ-ネット・図書室・アンケート・インタビューなどの活用)

・集めた情報を登理して、考察することができる。

・調べた結果から分かったことを、箇条書きなどを用いてまとめることができるO

・園き手が理解しやすいように発表を工夫することができるo

(図やグラフを用いるo　話し方に気を配るO　決められた時間の中で伝えるO)

I- ;:】: -



Ⅳ　指導計画・指導案

・「レポ-トを書く」全体の指導目標

報告文の書き方を身につける。 (技能)

報告文を書く上での様々な楕動に主体的に取り組むことができる。 (態度)

聞き手、読み手が理解しやすいよう配慮した発表ができる。 (価値)

く指導計画> (全六時)

指導目欄 学習活動 指導上の留意点

m m .教科書をもとに報告文の書 .教科書をもとに報告文の 課題設定の範囲

- - き方をおおまかに理解させる 書き方を、願をおって確認 が広いものにな

<k .時 (導入) するO らないよう、指

.課題を考えさせるD . ワークシー ト①をもとに

課題を設定する0

噂する0

m m .情報の集め方を身につけさ .調べる内容に適した情報 アンケー ト形式

～ -. せる0 収集の方法を考え、実際に の調べ方や、図

#

l

時 情報を集めてみるO 書館資料、イン

.ワ】クシ】ト②をもとに、 クーネットの利

上情報を整理する0 用の仕方などを

示す〇一

第 .集めた情報から、翠題の研 . 情報を整理して、報告文

究に必要なものを選び出し の形式にそってまとめる0

時 て、考えをまとめることがで (統計をとるなど′)

きるようにする0 . ワ～クシー ト③を元に、

情報をまとめるO

m m .発表にむけての資料作りや、 0 H P 、グラフなどを活用 し 0 H P や、透明な

- 凹 発表原稿の作成などができる て、読み易い資料作 りをめ シー トの使い方

吹 時 ようにする0 ざす0

発表の流れを考え、スピー

チの内容を考える0

を指導する○

m .報告文の形式を活用 した、 .前時で作成 した資料、発 .発 表の役割に

五

六

時

まとまりのある発表をする0 表原稿を元に発表を行う0 かたよりがない

. ワ】クシー ト④の、評価

シー トの項目をもとに、評

価を行う0 (話 し合い形式

で)

よう注意するO
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第-時　指導案

〇　本時の日牒

・報告文の書き方を、手順をおって理解することができるO

・報告文の課題を設定することができる。

時間 学 習楕 動 指導上 の留意点 評 価の観点

0

2

1 5

2 0

1

4 5

. 本節 の学習 内容 を .本節 の学習.内容 が 「レポー ト

書 き方 のおお まか な

知 る0

. 教科 書 p 7 8 ~ p 7 9

を書 .く」ことで ある ことを伝 え

る 0

.板書 な どを用いて、生徒 が流

の 「レ ポ ー トの 書 き れ を確 藤 で き る.よ うに配 慮 す 流 れ を把 握で きてい

方」を通 読す る0

. 五 人一 組の グル 】

プ を作 り、報 告文 作

る 0

.ワー クシ】 ト① を用 いて、調

るか O

課題 設 定 を適 切 に行

りをす るO

l 「調 べた t、こ と」を

えて い るか 0

探 して、報 告 文の 謙 ベ る対 象 とそ の調 査方 法 を考

題 を決 め る こ とが で えるこ とがで きるようにする 0

きる O .次回か ら、課題 を調べ る情報

集め をする ことを伝 える 0
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第二時・三時　指導案

〇　本時の目標

・様々な情報収集の方法があることを知り、調べたいことに応じた情報集めができる。

・調べた情報を整理し、分かったことをまとめることができる。

時間 学習活 動 指 導上 の留意点 評由 の観貞

0

～

3

8

15

45

6 5

9 0

I
i

一

. 萄時 で決 め た課題

の確認 をす る0

. 情 報 を集 め る方法

を知 る0

. 情報 を集 め る方 法 . ワーク シー ト② を配 り、.

.課題 を調べ るため に

を考え る0 情 報 収 集 の 方 法 を考 え さ

.情報 を集め る 0

, 集め た情報 を整 理

.せ る0

.図 書館 の利用 や、イ ンタ 適切 な情報集 め の手 段

ー ネ ッ トの利 用 が で きる

よ う準備 してお く0

. ワ】 ク シ ー ト③ を使 つ

を遺ベ ているか 0

. 表 に した り、箇条 書

す る0

. 結果 か ら分 かっ た

て、報告文 の偶成 を身 につ きに′した りするな ど、

けさせ る0

. 次の時間 か ら、発車 にむ

効 果 的に ま とめ られ て

い るか 0

. 調査結 果 をふ まえ て

こ とや、 考え たこ と

を文章 にす る 0

. 次 回の学 習 内容 を

書 けてい るか0

示す 9 け た 無 料 づ く りを行 うこ

とを伝 え る0
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第四時　指導秦

〇　本時の目標

・報告文の形式に沿って、資料を作ることができるようになるO

・発表に向けての資料作りや、発表原稿の作成ができるようになるO

1時 間 学習 活動 指 導 上 め留意 点 評 価 の観 点

l… 0

.J

1 0

1 8

4 9

一 第 一 時 でや っ た . ノー ト.教 科 書 を開 い て 、 .. 報 告 文 の 構 成 を理

報 告 文 の構 成 を

復 習す る0

. い ろ い ろな発 表

再度鮪 単に鋭 明す る0

O H P の 使 い 方 を 指 導 す

醇 で きて い るか O

iI

I
E

. 報 告 文 の 形 式 に 沿

方 法 に つ い て 学 る0

ぷd

l ゲル 】 プ ご とに

. い ろ い ろ な発 表 の 方 法 が

ある とい うこ と を知 らせ

るC

. 発表 す る とき の注 意 点 を

指 導 す る0

. 1 .グル ープ が発 表す る時

発 表 の 仕 方 を考 間 が 1 0 分 で あ る こ とを

えるO

. 発 表 の た めの 資

告 げ るO

. 一 人 一 回 は発 表 す る よ う

に禰 噂す る0

. 報 告文 の形 式 か らそ れ な

料 作 りをす る0

, 発 表 の流 れ を牽

いよ うに注意 を促 す 。

. 資料 を 統 む だ け にな らな

つて 、資 料 を作 る こ

とが で きて い るか。

i

え 、 ス ピー チ の い よ うに 気 をつ け さ せ

内容 を考 え るO

. 次 時 は 実際 に発

るlO

. 伝 えた い こ とが 1 0 分 以

内で お さま るよ うに させ

る8

0 次 の時 間 は 弟表 を行 うこ

表 を行 うこ とを とを告 げ る0 (出東 上 が つ

知 る。 て い ない ところ に は仕 上

Ⅰ 発表 の 順番 を 決 .

め るD

げて お くよ うに言 うd)
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第五・六時　指導案

〇　本時の目標

・報告文の形式を活用した、まとまりのある発表をすることができる0

・発表の仕方や資料の作り方について、報告文の書き方を元に評価をすることができる。

時間 学 習活動 . 指導上の 留意点 評価 の観点 .

0

2

I

9 5

. 本時 の活動 内容を知 発表 を行 うことと、 聞 く

. 報告 文の形 式 を清 用

る 0

. 発表を行 う 0

側 はその評価 を行 うこ と

を説 明す る 0

発 表の役割 に偏 .りがでて

. 模 造紙 に書い た表 や い る班が ないか、注意 す で きて いるか 0 資料 や

0 H P な どを活 用 した る0

評触 シー トは、′一度教 師

ス ピー チを効果 的 に使

発表 をす る0

. 聞 く側 は、評価 シ】

トを も とに、発 表を評

佃 する 0

.一回の発表 1 0 分間 に

えてい るか C

. 発表 の評 価 を、報告

つ いて、 一分間 の評価 が回収 して、評 価 した後、 文の書 き方 をも とに行

シ】 ト記 入の時 間 と、

二 分間 の質疑応 答時 間

を取 るO

. 学習 して きた内容 の

発表 を した班 に渡す O

.報 告文 を書 くことで学

えてい るか e

i

再確 認 を して、 まとめ 習 した、情報 収集 の仕 方

をする 0 や、構成 の仕 方 を今後 の

学習 に生 かせ るよ うに心

がけ させ る 0

-137　-



Ⅴ　反省点と今後の展望

本節「レポートを書く」の指導言十画、指導案をつくる過程で、いくつかの課鬼が生まれ

たo以下1Lから6までがその諌愚である。それぞれについて解決策を考えたが、今も未解

決のものもあるOそれは4と6の課題であるoそれらは今後改善していける要素でもある

ので、改善策を考えていきたい。

1、報告文の書き方の指導と、生徒の自主的な学習の両立するにはどうするか

ワークシート③を作成する段階で、生徒を誘導しすぎているのではないかという疑問

が生まれた。そこで、発表原稿と資料を作成する活動を生徒が自主的に行えるようにし

たoそうすることで、生徒に書き方を身に付けさせるという学習と、実際に活用できる

ようにする学習の両方ができるのではないかと考えた。

2 、課題の殴定方法の提示は適切か

ワークシート①の作成にあたって、調査対象を教師の側から提示して、そこから生徒

が選択して行えるようにするのはどうか、という考えが生まれた。しかし、 「書く動機を

生徒自身が持ってほしい」と考え自由設定にしたOまた、例を挙げることで、設定がし

やすくなるように配慮した。

3、進度の違う生徒に対する配慮ができているか

第二時、三時を弾力的にすることで、ある程度の進度の違いは考慮できるのではない

かと考えた。ただし、三時間日が終わった段階で遅れている班が、四時間目の活動にス

ムーズに入れるかどうかに、考える余地がある。

4、発表時間の設定は適当か

クラスの人数が多い場合、発表の時間は二時間では足りない。その場合、時間を長く

すると、学習のメリハリがなくなってしまうのでは、という課題が残る。質疑応答の時

間に関しては、教師側から質問内容のしぼりこみをすることで、解決できるのではない

かと思う。

5、ワークシートが多すぎないか

今回は四枚のワークシートを使う。学習者が高校生であるから、ノートを使うように

して、内容を板書で示すという方法もある。しかし、今剛ま生徒が報告文を書く精勤に

できるだけ時間をとりたいと考えので、生徒が板書書きとりをする時間を減らす毒味で、

多くのワークシートを用いた。

6、実際に授業を行うにあたって

自分たちで報告文をかくことをしていないため、活動にどの程度の時間がかかるかの

見当が十分についていない。グループ学習を前提にしているので、その点でも時間配分

が分からない。
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ワークシート(》 く　)油　i'^f'l (

課題を決めよう
レポートを書くために、まず、 「調べたいこと」を決めましよう。

調べることを決める上での注意点は次の二点ですC

・調べたいことを考える。

自分が興味のあることや、周りの人に聞いてみたいことなどを取り上げるようにしま

しょう。

・調べる対象と、方法をきめる。

クラスの中、学校、暮らしている町のことなど、調べる対象を決めましよう。また、

それについてどんな方法で調べるかを考えましよう。

I　①何について調べたいと思いますか? (例11メディアの利用状況について)

(例2 ・週休二日の使い方)

(

②調べたいと思った理由を轟きましよう。

(

II Iについて、調査の対象と方法を考えましよう(例1、インターネットを使って全国の

情報を調べる)

(例2、アンケートを使ってクラス中の

情報を集める)

(

III　課題名を作りましよう。 (例1,日本における、メディアの利用状況について)

(例2、 00学校生徒の、週休二目の使い方について)

(
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ワークシート② (　)班　氏名(

情報を集め占う
調査対象が決まったら、次にするべきことは情報を集めることです。調べる内容や、範

囲によって調べ方は異なりますが、代表的な情報収集のしかたは次の二通りです。

1、図書室、インターネットなどを活用して、既にある情報を集めるO

2、アンケートやインタビューをするなどして、情報を現地で調達する。

1の方法が有効なのは、広範囲の情報が必要な場合です。全国の高校生の意識調査な

どは、 2の現地調達のやり方では調べるにも限りがあります。既存の情報を活用すること

が有効でしようO

インターネットの検索エンジン

GOOOGLE　蜘蝣//www.gooerle.com/intl/ia/

Yahoo!Japan http://www.yahoo.co.ip

2の方法が有効なのは、調べる範囲が比較的狭く、できるだけ新しい情報を得たい場

合です。クラスのことについて調べるときなどに活用するとよいでしよう。

アンケートの作り方の一例

①　聞く内容を決めるO

②　①について、質問の項目を作る。

③　数の集計ができるように、選択回答式の質問を作る。

④　③で聞けない意見を書けるように、自由に記述できる欄をつくる。

自分の課愚にあった調査の仕方をするように工夫しましょうo

I,調査の方法を考えましようo具体的にどんなことを調べてみたいかを、箇条書きにし

てみましよう。

(　　　　　)
II, Iについて、情報の集め方を考えましよう。箇条書きにした方法それぞれについて、

考えるようにしましょう。
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ワ」クシート④

〔　〕班

(  )班　氏名(

発表評価シート

・読みやすく、分かりやすい資料になって

いるか

OHPを使うなどの、工夫ができているカ

番号をふるなど、順序がわかるように

gEEIS崇m

・聞き取りやすい話し方ができているか。

[で雷誓言芸買、要点を掛ることが]

調査対象の決め方は適切か。

範囲をしっかりと決めているか。

調べる動機がはっきり示されているか。

・調べる方法は適・脚か

[方法と、情報の集め方の関係が適切かo〕

・まとめ方、考察の仕方

二言'i* *.-"一言言r j--一二二

・感想、意見など

(

I-　日2　-

1　　2　　3　　4　　5

1　・2　　3　　4　　5

4



第4革　表現の実践(2)記録・報告

第4節　方青と共通帯を使いこなす

教育学部教科教育学科国許教育学専修

坂田　彩　　　里見　友紀

1.本節のねらい

方言は学習者たちの最も身近にあるものであり、自分の感情や考え方を一番的確に表現

するためのツールでもある。しかし、方言はいつなんどきでも使えるものではないoその

土地土地に根ざしたものであるため、地域が異なれば自分の普段使っている表現でも相手

に伝わらなかったり、敵解されたりすることもある。また、同じような観点から、公の場

において方言を使用することは特別な場合を除いては適切ではない。かといって、それな

らば共通語だけを使用すれば良いのかというと決してそうではないoその土地や文化に根

ざした青葉を使わないというのはなんともさびしいものである。つまり共通語、方言、ど

ちらが欠けても味気ない言語活動となってしまうのである。豊かな言語生活を送るにはこ

の二つのタイプの日本籍の使い分けが余儀なくされてくる。

本節では豊かな言語生活を学習者に手に入れてもらうた桝こ、方言が地方によってどれ

ほど違いがあるかということを理解することを通して、共通語と方言の使い分け,共通語

の重要性、方言の地域性、文化的価値などを感じてもらえれば、と思う。

2.学習者観(高校二年生)

高校生ともなれば方言を藩してもよい場(話したほうがよい場)、共通語を話さなければ

ならない場というのは意識しなくても経験から理解していると思われる。しかし最近はテ

レビなどの中央のメディアから発宿される共通語に影響され、方言は影が薄れてきているO

その一方で、地方テレビ局の番線では積極的に方書を使った情報の提供などが行われてい

る。学習者たちはこのように共通請、方言両方に囲まれた環境で生活しているのである。

普段何気なく使っている吾兼でも、実はその地域限定の膏薬で他所では通じないというこ

ともあるはずである。それを実感させることにより、共通語、方言双方の重要性を理解し、

豊かな言語活動とは一体どのようなものかということを考えさせたい。

3.本節の可能性

・全国には教科書め例である「かぼちゃ」ひとつをとっても様々な表現があることを

理解し、共通語の重要性、日本静の表現の多様性について考えることができる。

・その土地の風土、文化に根ざした方言がなぜ豊かな言辞生活には必要なのかを考え

ることができるO (なぜ全国を共通語で統一してはならないか、そうしないほうがいい

のか)

一一- l・星3 --



○指導目標

・方言に関心を持つことができる。

・方言と共通語の特性を理解することができるO

・自らの言語生活の中で、方言と共通語を場面に応じて使い分けることができる。

○指導計画(全一時)
指導目橿 学習活動 指導上の留意点

. 方書に関心を持つことができ . ワークシh トで作業し、数名 .書き言葉ではなく、実際に口

るO

.方言と共通語の特性を理解す
ることができる0

4 自らの言語生活の中で、方言
と共通語を場面に応 じて使い

分けることができる0

が発表する。 に出して葡す時の草葉を、正確

に書くよう指導する。

.机間指導を行い、活動が轟ま
ない学習者に対 しては、助言す

るO

○学習指導案
時間 学習 活動 指 導 上の留 意 点 評価 の観 点

0 分

2 分

10 分

30 分

i 40 分

. 故舟 息 ?>h 7ir '>T . 方 青 分布 図 を見 て 、 周 りの人

. 方 言に興 味 を持 って 、授 業 にを見 る0

. プ リ ン トを 見 て 、

と話 し合 うこ とで、 方 言 につ い

て関 心 を持 たせ る よ うにす る0

. ワー クシ T トを配 る0 方 書 の

取 り組 む こ とが で きて い るか0

- 方 青 と共 通 静 の 特 性 を 理解

様 々.な 請 負 の 違 い を プ リン トを見 て 、周 りの 人 と話

知 る0 周 りの 人 と詣 し合 わせ るむ 一 つ の単 語 を と つ

す O

. ワー ク シ如 トに記入

て も 、全 国 的 に か な り差 異 が あ

るとい うこ とを意識 させ る0

Ⅰ机 間指 導 を行 い 、活 動 が 連 ん
す る0

.記 入 した も のを発 表

で い な い学 習 者 に 対 しては 助 畠 し、使 い分 ける こ とが でき てい

す る0 るかO

. 指 名 し、発 表 させ る0

. 本 時 のま とめ をす るO

. ワー クプ リン トを回収す る0

. 方言 を用 い る こ とで得 られ る

す る0 効 果 に つ い て 理 解 で き て い る

か。

.方 言 、共 通静 ともに必要 だ と

い う意識 を持 て たか0
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○　今後の課題

話しことばについて考える今回の授業は、学習者による活発な活動を通して行いたいと患っ

た。そこでワークシートを用い、その中で学習者が実生活で経験しうる場面を設定し、黄道帯

と方言を意識しながら使い分ける必要性を感じてもらえるようにしたO今回は方書を用いて文

章を書かせるという作業を取り入れたが、方吾は日ごろ意識せずに使っているので実際それを

書かせるという行為に疑問は残った。

今回私たちが一番頭を悩ませたのは高校二年生というこの時期に、方言の学習にどのくらい

の時間を割いてよいものか、ということであったO私たちはあまり時間がとれないと判断し、

全一時としたC再し合いの過程において、他にも様々な方位が挙がったが、時間の関係で採用

しなかったものをここであげておくD

-つめはインタ-ネットを活用する方法である。パソコンが学校にも普及し授業にも取り上

げられるようになっているので、インターネット上で他地域の方言について学習者自身に調べ

させたり、一他の学校の学習者と方言で交流したりすることも可能である。

二つめは授業前にテープレコーダーを用いて教室での学習者の声を鈴音しておき、授業に使

ってみるという方法である。これに関連するものとして、地方局のテレビ番組や、ラジオなど

晋として耳に実際入ってくるものを効果的に授業に使っていくというものもある。

今回の指導案ではr方言と共通静どちらも豊かな書斎生活に必要なものであるj　という点に

重点を置いていたにもかかわらず、方吾を中心にしていたように思う。共通藩の指導もあわせ

て行っていきたいO

◆参考文献

全国方宮一覧辞典　　　　　紅端義夫ら編　1998年12月1日　株式会社学習研究社

日本児童文学大系第二十八巻　斎藤寿始子編　1978年11月15日　株式会社ほるぷ出版
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●こんばんは【今晩は】

1 北海道 立行 司 旦

2 青 森 l[主嘘 魅

3 岩 手 オパ ン 力 ンス

t4 宮 由 オパ ンデ ス

i5 & IB オパ ンデ ス

16 山 オパ ンデ ス

7 福 島 オパ ンカダ

8 茨 城 オパ ンデ ス

l9 横 木 オパ ンが夕

10 群 馬 3 ¥-J lV .テラ

ll 埼 玉 コ ンパン ワ

也 干 葉 3 > A > 9

13 東 京 三jンパ ン ワ

14 神奈川 三r涼 ララ

115 i新 潟 す叫

1I6 宵 山 旦 前 転

17 石 川 旦F 苅ラ ラ

18 福 井 オシマイナレンシタカ

19 】山 梨 ツ 力 レナ ツテ

20 】長 野 d :.v ¥ it :

2.1 岐 阜 = シ バ うう

22 静 岡 シマイ ス力

2.3 愛 知 イラエq 力エー

24 ～三 重 オ シマイ ナ シテ

25 滋 賀 互 とヱ土間 墨

26 京 都 互 と 醜

27 大 阪 コンビンワ

its 兵 庫 コンパンワー

29 奈 良 オン.7 !

30 和歌山 オシアイ

31 鳥 取 ハンナリ シ夕

32 島 根 何 首

33 岡 山 ノンジ シ夕

34 広 島 オシマイ ンス力

35 山 口 d i-y j三上芝

36 ォ & か 樺

37 香 川 オシマイ サンセ
由 愛 嬢 コンパンワ

39 高 知 血 行

40 福 岡 』 テ汀ララ

41 佐 賀 テ ラ7モラ可二

42 長 崎 コ、バンウI

43 熊 本 シマイナハリマシタカ

44 大 分 シマイ ス

45 蝣g m シメナツタ力

46 SUE* コ、チヤラゴアシ夕

47 !*ォA 首 司 旦乏

48 沖親B テ 地

●じゃがいも【馬鈴薯】

1 北海道 ⊇二也 モ

[2 育 環 ゴ甘言.才てモ

.3 若 手 ニ ドイモ

4 宮 城 罪 .ドニモ

5 t* EH 三上蔓画

6 山 形 ナズエモ

7 措 島 カンプライモ

8 茨 城 カンプラエモ

9 栃 木 ジヤガエモ

10 群 馬 旦 抑 盲

ll 埼 玉 旦上野 声音

12 千 葉 旦 ±Jラ珂 盲

13 東 京 呈 上断 言

14 神奈川 旦 土師 亨

15 新 潟 姉 盲

16 宮 山 芝皇国 才首

17 石 川 亨司土至

18 福 井 ゴガツイモ

19 山 梨 皇F 鞄 王

20 長 野 …ど ラマ.i

21 岐 阜 v -e'JT -f ・

22 静 岡 反 訴 汚 亨

23 愛 知 lfd F ニF 言

24 三 郵 芝 地

25 滋 賀 ジ ャガイ モ

26 京 都 芝上発 生車

27 大 阪 ジ十ガイtモ

28 兵 庫 ジャガイ モ

29 奈 良 ニ ドU =E

3 0 ォ* LU l芝 土.壁土 里

3 1 鳥 取 一一コ- ポイモ

32 島 根 コ;ーポ イモ

33 岡 山 l登 ラ万 才亨

34 広 島 ジ 十ガイ[モ

35 山 口 皇 女囲 す亨

36 徳 島 ニ ドイモ

37 香 川 三 と上声

38 愛 媛 旦 抑 盲

39 高 知 ジャ ンガイ モ

40 福 岡 Jて;レl シ ∋

41 佐 賀 旦 抑 盲

42 長 崎 ジ セガ タラ イモI

43 * ジ セガ タラ

44 大 分 旦 皇国 才 亨

45 宮 崎 ジ ヤガ タラ

46 鹿児島 ジ セガ タ盲

47 沖縄A ジヤガイ ム

48 沖縄B ジャガイ モ

別名,馬鈴薯。江戸時代にインドネシアのジャカルタから
・'謙一fこ・r・て・ ∴-.・サ・Vー;蝣・蝣・:-. o?. V',^-, at二.

1年に2度収積できるので, 「ニドイモ」とも首う。麦のほ

かに,秋田「ゴドエモ」,樟井「こサコイモ」,広島「ジ十が

タライモ」,梅雨「ジャガイモ」がある。
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●つらい【辛い】

1 北軸通 蔓疎 だf r 「

2 青 森 r,月 末

3 岩 手 Pt 瑠 ダ

4 宮 城 ウンザネバ ダ

5 秋 口 皇三拝

6 山 形 シ エズナ エ

7 福 島 セズネ 【

8 茨 城 ツ レ7 -

9 . M /N セズネ 【

10 ;群 居 IJ/j lフニ

l l 埼 玉 y ¥u -

12 千 葉 ・;・u -

13 東 京 オ テ才

14 神奈川 虫 亨了

15 新 潟 抑 ヒ

16 富 山 蝣5 -f

17 石 川 且 E A

18 *i # エ レl

19 山 梨 生野司 =

20 長 野 は炉 才 一

21 岐 阜 !軒 ヒ

22 静 岡 i姉 ヒ

23 愛 顧 姉 ヒ

24 主 董 周 芝A t

2 5 滋 賀 ヰ ビ シ性

2 6 京 郎 -J ¥3 -f

27 大 阪 う'¥z" i

28 兵 庫 P l耳 再生

29 奈 良 貢うーナ イ

3 0 和歌山 う 5 イ

3 1 鳥 取 垂 9 k

3 2 島 根 壷 司Jf-

3 3 岡 山 ! r.リヤi=

34 広 島 土 と阿 土

3 S 山 口 セロ 罰 イ

3 6 徳 島 ツラ吐

3 7 香 川 テ 亨k

3声 愛 煙 可 芝土

3 9 高 知 貢 下司 と土

4 0 福 岡 』 亨也

4 1 醍 貿 封 テ万

4 2 長 崎 通 う也

4 3 絹 本 ヰ ツ力

4 4 大 分 主 了哀!

4 5 宮 崎 ツレ

4 6 鹿児島 う虹 -

4 7 沖縄A 皇 固芝 と

由 沖縄 B ク テサ ン

●とうもろこし【玉萄黍】

I 北海道 一可ニ圭旦

2 青 森 司主

3 若 手 萄主

Ll 宮 城 トI ミギ

5 秋 由 鞄

6 山 形 トッキビ

7 福 島 トI ミギ

8 茨 城 トI ミギ

9 栃 木 トーミギ

lC 群 馬 至師

⊥1 埼 玉 十和 コン

l2 千 葉 鞄

13 * 5C ナ一号ロ= シ

14 神奈川 上F 首可王と

15 新 潟 也

16 宮 山 刃 テテ

17 石 川 下司至上

ユ8 福 井 ト】ヰ ビ

19 山 梨 ^ TJ ZI-y

20 長 野 ^ 3 = :

21 岐 阜 一新 巧 担

22 静 岡 トンモロコシ

23 愛 知 3 - -5 t.-

24 三 重 * -.'/蝣ォ

25 滋 賀 ナ ンパ ン

26 京 都 ナ ンパ

27 大 阪 ナ ンパ

28 兵 庫 判官

29 奈 良 -t- > /<

30 和歌山 ナ ンパ

31 鳥 取 キ三

32 島 根 圭一ン/<軍と

33 岡 山 ナiンパ

34 広 島 上 ゴ 巨匡

35 山 口 t i' 7 > T b

36 徳 島 ナ ンパ

37 香 川 ヱ 当 寺畦

38 愛 媛 上二岡 里

39 高 知 豊岡

40 福 岡 刃 = 畢 生

41 佐 賀. ト二三 …

42 長 崎 上 二重 月

43 熊 本 ト- キ ビ

44 大 分 上F 司旦

45 宮 崎 トキ ビ

46 鹿児島 上声 丁

47 沖縄A トーモ ロコ シ

48 沖縄B lF = テテ ラ

大別して, 「キミ」「キビ」「ミギ」の類, 「モロコシ」の鑑

「ナンパ」「ナンマン」の埠の3つかある。また, 「ト-」に

「磨」, 「モロコシ」に「唐土J, 「ナン/<」に「南蛮」が当て

られるとすれば,もともと外国から輸入した穀物という意識

と?なかりがあろう。表のはかに,北海道「キミ・キビ(少)」,
新線「ト-キビ(上品)Iなどがある.



☆ワークシート食 ∫-vI -与

Qr以下のシチュェーションを適切な青臭で書き分けてみよう

①電話で次のことを相手に伝えよう!

1.来週の土曜に私の学校で文化顛　2.私たちのクラスのステージ発表は年後2時から

3.出し物はファッションショー　　4.横糎店も多数あり

やこの2つを書き分けてみて、僻か気づいたことはないだろうか。
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先生に敬語を使うこと以外に何か友達の場合と違う・ところはあるかな?才しそフげね:ど ～

;:・い・守・- r.、友達に、先生に伝えたように伝えたらどうなるかな?

伝えたい内容は同じなのに、友達と先生に伝えたことの中身に少し違いがないかな?
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日ヨ閉玩百wsmvsxi&mag;

兵十のお母臥床についていて、うなぎが食べたいと言ったにちがいないDそれで兵十

がはりきり網をもち出したんだ。ところが、わしがいたづらをして、うなぎをとって来

てしまった。だから兵十臥お母にうなぎを食べさせることが出来なかったoそのまま

ぉ母は死んぢゃったにちがいない。ああ、うなぎが食べたい、うなぎが食べたいとおも

いながら、死んだんだろう。 ちょッ、あんないたづらをしなけりやよかった。
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元の文章と、方言で奮いたものとではどんな違いがあるだろうか?
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どちらのほうが好き?

自分の生まれたところの言葉をごんが話しているとしたらどんな感じ?
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食ワ-クシ-ト食 JV:*,く　L了Ii　・そi.ら・ )

Qr以下のシチュエーションを適切な青葉で書き分けてみよう

①電話で次のことを相手に伝えよう!

1.来週の土曜に私の学校で文化類　2_私たちのクラスのステージ発表は年後2時から

3.出し物はファッションショー　　4.模擬店も多数あり

他校に通う中学時代の友達へ 中学時代の恩師-

/1(I A一恒,-・上ノ
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先生に敬薄を使うこと以外に何か友達の場合と適うところはあるかな・?

友達に、先生・に伝えたように伝えたらどうなるかな?

伝えたい内容は同じなのに、友達と先生に伝えたことの中身に少し違いがないかな?
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中次の文章を方言で書いてみよう

兵十のお母は、床についていて、うなぎが食べたいと言ったにちがいない。それで兵十

がはりきり網をもち出したんだ。ところが、わしがいたづらをして、うなぎをとって来

てしまった。だから兵十は、お母にうなぎを食べさせることが出来なかった。そのまま

お母は死んぢゃったにちがいない。ああ、うなぎが食べたい、うなぎが食べたいとおも

いながら、死んだんだろう。ちょッ、あんないたづらをしなけりやよかった。
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中　元の文革と、方言で書いたものとではどんな違いがあるだろうか?
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どちらのほうが好き9

日分の生まれたところの言葉をごんが話しているとしたらどんな感じ?
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第2節　ディ代、-トをする



第5章　　表現の実践(3)一意見・主張-

第1節　　意見文を書く

科目等履修生

市谷友亮

教科教育学科国語教育学専修

西健吾

I　本節のねらい

前章までで学んだ文章の書き方をふまえて、自分の意見・主張を他者に伝えるための文章、意見文を

書くことを目的とする0人を説得することを目的とする意見文を書くためには、自己と他者の思考を結

びつけることのできる普遍的かつ具体的な体験、客観的な情報などが根拠として必要となること、また

その根拠を生かすための文章構成を考えなければならないことを理解する。

与えられたテーマについてどのような課題があるのか、またその課題をどのように解決へと導けばよ

いのかを考え、自分の意見・主張を明確化し、取材を通して建設的な意見を述べる方法を確認する。自

分の意見が他者に理解されるためにはどのような条件が必要となるのか、相互評価を通して自ら考え、

つかむ事ができる。

Ⅱ　学習者観(高校2年生)

学習者はこれまでの学習で、基本的な文章の書き方、取材の仕方などをすでに学んでいる。しかし、

ひとっのテーマに基づいて自己の意見を明確化するといった思考や、読み手を説得するための文章の書

き方などはまだ実践として経験した事はないだろうO日頃の経験から自己と他者との間に思考の違いが

存在している事には気づいてはいるが、それがどのようなものなのか、具体的にはつかむ事ができない

でいるのではないか。

意見文を書くことで自己の意見・主張を文章の形で他者に伝える事ができることを理解させ、また文

章を書く上での目的を達成するにはどのような条件が必要となるのかを、この節での実際に意見文を書

き、また評価するという経験を通じて学習者に体得させたい。

Ⅲ　本節の可能性

〇　日分の意見・主張を他者に伝えるために、普遍的かつ具体的な経験・客観的な情報などの根拠をも

とにして、論理的な文章を書くことができるようになる。

〇　日分の意見・主張を文章にし、それを推敵することで、自己の思考を見つめ直し、より深めること

ができる。

○他者の意見に触れ、自分以外の視点からの思考もできるようになる0

○　自己と他者とを文章を介してとらえ直すこと、また他者からの評価を受けとめることで、主観・客

観の区別や思考をより深める事ができる。

U! -



学習指導計画(全4時)

指導目標

○読み手を説得する意見文の書き方を考え、身につける。

○意見文を書き、また-ことで、自己の価値観や世界観を広-り、深-りすることができる。

○意見文の文章構成を鞠した上で、欄を持って取材活動や書く活動に放り触ことができるO

指導 目標 学習活動 指冶 虫 占
第

次

m

第

時

○生徒作品を読んで、

○意見文を書く目的を知る0

0 教 科書の生徒作品.を読み、文

El野 上の留息ノh、

〇本節の学習内容が 「意見文を書

く」であることを伝え、意 見文

を書 く目的を、教科書を用いて

説明する0

0 文 章構成の型、双括型 .頭括型 .構成 .根拠 .文題 を 章構成、嘩拠、文題について 尾括型を説明 し、教科書の生徒

作品は尾括型であることを確認

する0

○主題、根拠はどこか、読者をひ

きつける工夫はどこにされてい

L るのかを考えさせる0

0 教科書を用いて、意見文 を書く

手順を説明する0

考えることができ .

る0

0 文章の構成が理解

できる0

0 意見文の書き方の

考える0

○意見文を書く手順と留意点に

手順が理解できる0

血 、 コとこ.

ついて理解す る0

0 意 見文を書くためにテーマ .

喜

吹

第

時

千 -L '.'.'J†Vii'-::ナ純 ○ 「環境間軌 の中から自分の述

べたいテーマを決め、600- 800
した情報収集活動 主題を決定し、根拠となる情

ができる0 報を取材活動で得 る0 字程度で意見文を書 くことを示

. すq
O 前時を想起 し、意見文を書く上

で 「根拠」「構成」が重要 となる

ことを再度確認する8 本時は根

拠 となる情報を得 るた糾 こ 「取 L .

材」を行 うことを告げる0

0 図書、新聞記事、インターネッ

トな どの取材媒介を指示する0

0 取材する際には、主題の根拠 と

なる材料の客観性や、主潜 との

d 貫性などに留意す るよう確認

する0
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～
○生徒の進み具合 を見て適宜指導

を行 う0

m % 蝣

○前時までの学習を

生かし、収集 した情

報を効果的に使 う

文章構成ができる0

○早く取材 を済ませた生徒には、

次

i

I

一

時
文章構成 を考えた り下書きを始

めたりしておくように指示をす

る0

○次時は、本時の取材で得た材料

をもとに意見文を書 くことを確

認するq

∴

f時

i

I

剛汀で収 した情報をもとに

文章構成を考え、意見文を書

く0

○前時での敢材をもとに、本時は

600 - 800 字程度の意見文を書

くことを確認するO

O 取材で得た根拠を、より効果的

に用いることのできる文章構成

を考 えて書かせる0

0 生徒の進み具合をみて適宜机間

指導を行 う0

0 書き終えなかった生徒は次時ま

での課藩 とする0

～

L

第

!四
i耐

○他者の文章を分析

○前時までに書いた意見文の推 ○主題がJ.一貫して書かれている

敵 .見直 しを行い、清書す るロ か、わか りにくい表軌 まないか、

誤った表記はないかなどに留意

しながら見直すよう促す0

○少人数のグループに分かれて 0 3 人程度のグループに分かれて

I して、評価すること ・,'l"tll'lHi!' (テーマが重なる生徒はできる

ができるO だけ同じグループに入れ る) 棉

○他者との比較から、

自分の文章をもう

!ミトin-1 '

できるo

O意見文を書く目的

を、本節での経験を

通じて再確認する。

○他者からの評価をふまえて自

分の意見文を読み直す。

〇本節の活動をふりかえるC

-153--

互評価を行うことを確認する。

○他者の評価をふまえた上で、自

分の文章をもう一度読ませるO

○意見文を書く目的を挙げて確認

し、本節のまとめとするo

O全員の意見文を回収し、次時ま

でにチェックして返却する。



第1次　第1時　指導案

本時の冒標

○　憤鄭こ優しい良い晶を選ぼう」を読んで、構成、根拠、文題を理解できる。
○意見文の書き方の手順が理解できる。

J 時間

0 分

.Tl
F J

i

学習活動

〇 本節の学習内容

を知る0

指導上の留意点

〇 本節の学習内容が 「意見文を書く」である
評価の観点

○ 学習目的を理解で

きたか0

○ 文章構成を理解 で

きたか0

ことを伝 え、意見文を書く目的を説明す

○ 教科書の生徒作

るD

O ワークシー ト① を配布する0

晶を読み、文章構 ○ 教科書の文章の読解 を行い、文章構成の型

戒について考え
-
には双括型 .頭括型 .尾括型があることを I

15分iO 教科書P.96の文

章を用いて、主題

を支える根拠は

何かを考える。

○　文題の果たす役

割・効果について

考える。

○　どのような手順

で意見文を書く

のかについて説

明を聞くO

説明するO教科書の生徒作品は尾括型であ

ることを確藤する。ただし、文章を書くこ

とに慣れていない生徒にとっては、結論を

先に書く、双括型や頭括型のはうが書きや

すいことも説明する。

○主旗、根拠はどこか、読者をひきつける工

夫はどこにされているのかを考えさせる。

○読み手の興味・関心をひくにはどのような

題をっければよいかを考えさせるO

○教科書P.92-93の億見文の書き方」匹l、

五、六を読み、また、説明を加えて、文章

を書く手順と留意点について理解させる。
※確認事項

・予想される反論を考え、 それにこたえら

れる文章を書くことO

・具体的.客観的な根拠をあげること。

・資料を豊富に集め、それぞれをどう用い

るのか、方向性と意見とを固めておくこ

と。

I- :51 -I-

○　根拠となる部分を

押さえられたか。

○　文題の果たす役割

について理解でき

たか。

○意見文を書く手順

を理解できたか。



第2次　第2時　指導案

本時の指導目標

○文章の主席を意識した情報収集活動ができる。

時間

[ 0 分

I

i

学習活動

〇 本時の学習内容

' ''!-'

指導上の留意点
評価の観点

○ 授業開始前に図書室に移動させてお くO

○ 頓 境問題」の中から自分の述べたいテー

マを決め、600 - 80 0 字程度で意見文を書

くことを示す0

0 前時を想起 し、意見文を書 く上で 「根拠」

「構成」が重要 となることを再度確認す

る0 本時は根拠 となる情報を得 るために

「取材」を行 うことを告げる0

○ 取材、文章構成のためのワークシー ト②を l

○　テーマ・主題を決

定し、取材活動を

行うO

○　次時の学習内容

を知るO

配布する。

○図書、新聞記事、インターネットなど取材

媒介を指示する。

○取材する際には、主趣の根拠となる材料の

客観性や、主題との一貫性などに留意する

よう確認する。

○生徒の進み具合を見て適宜指導を行う。

○早く取材を済ませた生徒には、文章構成を

考えたり下書きを始めたりしておくよう

に指示をする。

○次時は、本時の取材で得た材料をもとに意

見文を書くことを確認するO

-　相賀-

○　客観性や主題との

一貫性に注意しな

がら、よりよい情報

を収集する事に努

めているか。



第2次　第3時　指導案

本時の指導目標

○前時までの学習を生かし、収集した情報を効果的に使う文章構成ができるO

時間

0分
学習活動

〇 本時の学習内容を

知る0

指導上の留意点 評価の観点

ユ▼ヱ一

l

○ 剛時での取材をもとに、本時は600

-800字程度の意見文を書くことを
確認する0
○ 取材で得た根拠をより効果的に用

いることのできる文章構成を考え
させる0

1

7分 ○意見文を書く。

○　次時の学習内容を

知る。

○次時には4人程度のグループに分

かれて互いの意見文を読みあい、評

価しあうことを確認する。

○生徒の進み具合をみて適宜机間指

導を行うo

O早く書き終えた生徒には文章を読

み返し推敵を行うよう指示をするC

○グループに分かれて相互評価を行

うことを確認する。

○書き終えなかった生徒は次時まで

の課題とする。

一つ56　1

○構成の形式を理解した

上で、簡潔な文章が書

けているか。

○前時までの学習をふま

えて文章構成の組み立

てができているか。

○他者の理解を得られる

具体的経験を材料とし

て用いているか。



第2次　第4時　指導案

本時の指導目標

○他者の文章を分析し、評価することができる。

○他の意見文との比較から、自分の文章をもう一度見直すことができるo

O　意見文を書く目的を、本節での経験を通して再確藤する。

[時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

】0 分

i
i

3 分

一
一

一
一
;25 分
一

一

l

l
一
一

45 分

〇 本時の学習内容を ○ 意見文の清書を行い、 3 人程度のグ

知 る0

0 前時までに書いた

ループに分かれて相互評価を行 う

ことを確証する0

0 主題が一貫 して書かれているか、わ 〇 日分の書いた文章を見

意見文を再度見直 かりにくい表現はないか、誤った表 直 し、よりよいものに

し、文章の推蕨を行 記はないかな どに留意 しなが ら見 しようとする積極的な

う0

○ 3 人程度のグルー

直す よう促す0 姿勢を持っているか0

0 可能であればテーマが重なる生徒 ○ 他者の意見文をただ肯

プに分かれて互い が同じグループに入るようにグル 定的に評価す るのでは

の意見文を読み、ワ

ー 蝣'.' t-ー ト③を用

いて相互評価を行

う0

0 日分の意見文を読

ープ分けを行 う0 ] な く.、よ。良い文章を

…憲 芸呈OfC紛 クつ 喜軍票㌘芸意
fc fr o 関直 性

.現 状の問題点 が明示 されてい るかO

一〇 教材 の時 と同様 に文章

を分 析 して考 え られて
. 主題 の一貫性 E

い るか 0
. 主魅 と根拠 の整 合性 !

* '-' 1'il十宗祇什 +

. 表現 のわか りや す さ .正確 さ 1

. 結論の現実性 . 将来性 …

. 総合的 に見 た説得 力

. そ の他 、その意見文 の長所 な ど、

完 言十 :蝣j-V*

○ 他者 の評価 をふま えた上で、 自分 の ○ 意見文 の 目的 を理解で

み直し、本時のまと

めを聞く。

文章をもう一度読ませるo

O　意見文を書く目的を挙げて確辞し、

本節のまとめとするo

O　全員の意見文を回収し、次時までに

チェックして返却する。

・-一つ57 -

きているかO



今後の課題

今回は、 「環境問題」という題で意見文を書くという設定にした。環境問題は、今日、大学の入学試

験や企業の入社試験などで頻繁に取りあげられている題材のひとつである。学習者が今後進学、就職ど

ちらの進路を選ぼうとも、重要な題材となるだろう。私たちにとっても、身近な問題のひとつである。

指導案を考えるうえで以下のような問嵐点が出てきた。

1.題材の提示の仕方は適当だったか。

今回の学習は書く上での基礎段階にあたることから、いきなり細かく決められた題材を与えて書かせ

るのには作文嫌いを増やすことになるのではないかという危幌があったo　そこで、あえて題を絞りきら

ずに生徒たちが自分で選択できる幅を少し残しておくこととした。

しかし、一口に「環境問題」と言っても範囲が広く、自分が書きたいことを決めるのに時間がかかる

かもしれない。 「森林伐採」 「ゴミ問題」 「二酸化炭素の増加」というようにもう少し題材を絞ったほう

が評価の際には文章の細かなところまで目が届きやすく、構成や、主張の一貫性、意見の正当性を他の

生徒が書いた文章と比較しやすかったのではないだろうか。

2.グループの分け方は適当だったか。

第2次第4時での相互評価は3人のグループに分けて行うこととした。しかし、清書を行った後で他

の2人の意見文を読み、評価やコメントをするには時間的に余裕がなく、じっくりとひとつの意見文を

見つめることが難しいO　これについては、二人一組になってお互いの意見文を読み、優れた部分やわか

りにくい部分等を指摘しあうという方法も考えられる。

3.どのようにすれば説得力のある意見文の書くことができるのか。

説得力のある意見文を書くためには、技法だけでなく、幅広い、基礎知識が必要である。基礎的な学

力や知識をあまりに軽視しすぎると、敵密な思考を積み重ね、表現する力も身につかないまま、自己主

張に終わるだけのひとりよがりな態度が形成される可能性があるO今日の社会問題はますます複雑にな

っていると言える。それを考えると、ある程度の幅広い共通の基礎知識がなければ、今回のように課題

が漠然としている場合、自ら問題を発見することは難しいだろう。したがって、まず高校時代に基礎的

な学力を充分身につけることを怠らないように取り組ませることも重要であると考える。

--- 158　-



ワークシート① 年　　組　(

意見文の揮膠を鬼′ろう

「環境に優しい良い品を選ぼう」を分析し、その文章構成、根拠がその主題に対してどのような影響を

及ぼしているのかを考えよう。

○　この文章のテーマ(題材)は何だろうか。

○　この文章の主喝は何か0

-双括型・頭括型・尾括型のうちどれを用いて書かれているだろうか。

<　　　　　型>

-根拠は主題にどのような影響を与えるのだろうかo

(　　　　　　　)
意見文を書く目的

①　自分の考えや主張を提示し、読み手を説得する。

②意見文を書いていく中で改めて自分自身の考えや行動を見つめ直したり、社会の事柄に対して考え

を深めたりできる。

③他の人の書いた意見文を読むことによって、自分とは異なる考えを知り、自分のものの見方や考え

方を広めたり深めたりすることができるO

一一一IL59　--
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I　本筋のねらい
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◎指導目標

・ヰmii一・′・甘い.ち:.、'.'>・-・'、 -1・.・ト- 、　∴　‥・.V.・-*・蝣∴　　‥∴

・・ ・・:tィ・・ト.I !‥ノ・I・ ・　　　　　ー・・l　　　　‥I *・,・1S<」∴ 、:・-!> '・;;・. I..・,;蝣、.;

させる。

町;ミ　xjL i i.. ・寺' .--Iさ'r-.'j∴・・:∫L‥. ・・‥・・　言.∴

◎学習指導計画　く全六時>

次 時 指導 自壊

0 デ イベー∴トに興 味を 0 イ

第 SB

持 た せる0 ド .

諭 す

○デ イペ 如 トの基本的 o *
衣 時 なルール を押 さえ させ 、←+ ト
る0

0 効 率 よ く情報 を収集 O ワ

第

SB
す る方法 を身につけ さ 情報

せ る0

時

0 論 嶺 にふ さわ しい情 0 図
報 を選び出 し、整理 さ を利
せ る。 (遜

0 内 容 や文脈 にふ さわ ○ ワ-

*

& しい 語句 を選び、構成 論理
を工夫 させ るO

時 0 論理 的な文車を組み O ;
立 て させ る0 立 論

0 それ ぞれ の立場 で会 ○ 発

m

m

四
時

a

五

時

員が参加す るこ とによ 密意

C)チ

り、議論 の力 . 説 得力

. 聞 く力 。判断力 を養

う0 。携

つて

(〕評

* 0 1

0 デ

-
接 選

あ る

(〕評

0 教

o *

獲 出

-f二習活動
It-A1.-　-　　　　　　、、zl.　　　　　-..一一　　　、、--ヽ　　　　　　　　　一　　_-

ンタ-qネットのメタッ
デメリットについて議
S。

科番に従って、ディペ
のルールを把握するt、

-I-・クシ、-トLl〕i-fflいて、

・別状一一.蝣!j !'-. '-:in∴ミ; -サ・

書室やインタ--・ネット
用し、情報収集をする
薗活動

～-・クシ・-・ト②を用いて
の鮭み立て方を知る,.

めた情報に基づいて
ら(Hi.析軌)。

点を確認する。

イベ、-.1トをするJ
帯電話は,高校生にと
有益ではない。

儀シー-トに記入する。

SMMfiSi詞は

イベ--トをする。
閤総理大臣は国民の直
挙によって選ぶべきで
0

繭~シートに記入するO
師の講評を聞く。
時の感想q反省を書き、
tmm

-　川蝉　--

指導上の留意点
○インター・-ネットに謝して
!!'・H Li.イ¥'・・!・i.; '蝣

持たせるi,

0教科書を基に、ディペ・-I
トの方法・芋脈　yl一-)レ.を

説明しながら板書する0

-.1こ一,Jサ二∴　I'"㌔ :・ ;'.: >

・∴・I 、 l"i:ぎ'一㌧i*!. >iミ1¥主

6-・7人一一風で墳分けを{]蝣
うo

1 *M　ミ!:i　一一・'汁ト与・ミ'蝣'蝣:.:!・--

音=J~うL,

0駅間縛導を行う

・ i!' :・:1りI'蝣　卜蝣・;>/.:ミニ*'・I.

ないように注意させる。
こ.:山':.!三・j/r一号

○発声練習のプリント
録シ--トを配布するO

ド ・圭　　つ∴;盲iこl'r*・:　-Afi;.

が行うD
O話がそれすぎないように
注意するo
!j s;!?lv　-1 '蝣> i|.{';こ.こ-I .",*

取らせながら、辞儀シ--・ト
に記入させるO

・ 1-*・イ-ヾ・‥ト.>　・∴ i','iL∴主

.玩ftこf'.-.-i・トと'.



ョ

一.L

0 そ れ ぞ れ の

員 が参 加 す る

り、議 論 の 力

. 聞 く 力 一判

う0

ノ、
時 ○ デ イベ 如一.ト

り、 自 己評価

とが で き る0

立場で全
ことによ
・説得>'J
断カを養

を振り返
i;*i崇綱

0事前にディべ、,一-トしやす
い形に軌を移動させておく
ように指示する。

0ディベ一一トをするu 0記録シー--トを配布する。

0審判をする側に、メモを
取らせながら、評価シトト
に記入させるG

○ディペ-トをした蘭には
反省も書かせるQ
O評価シk--トは後日プリン
トにして配布する。
0ディべ一一.トの内容や技術
的なことに、ついて反省させ
るO

0教師の講評を聞く。

0本時の感想e反省を書き、
程M-rるL.

○班内でディベートの反省
をするo
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蝣i¥　や7・ :蝣tf軒セ

0本時の目棟

ヾ ・日.蝉;j;f-¥`:.:ド

-'/':**、一一・ ;、 .1・トs,'':;・'}∴L ;;-.二*"蝣'　こ　~・ ・・∴

・-).こ:; '* '蝣手　　　　こ:-:

いたもののみを発意す

る。

(コメ11ットに「.)いTo'j

k論を*5え、 :発.斉す<r<c

()ディ′く・ I-トi;:.-.>'.ぺ'

田問iKf

(トt　・'、二　;蝣'.・

ルーI.-ルLP_ ~二吋・tで知る.、

田導上.tOS黄点 十∴∴:.評鮪の観点

! ./:'. .> I .・一-一-' ,・

:　叶J:Lさ、 ・.・:

-6ことがでぎt f-るか。

0-rずンタ--・ネットの良首ノ感L

i　、 L l子　・.ト　U..J.--..、-,j

となる意見を措た替る。

O*'・>ソトを板露する。

C:.ノ・ --トi∴書いた-i'-メ.りット

・:.i.こ　　　　　;:-y'_

C)反論を板書する。

〔)ここまでのように対立する

塔!ミリI遵・Jいて討論をするこ

t　が. 、Tfべ・・-・ト/_)幣束であ
るこ<'-をfeえるふ

0教科尊を基に,ディぺ・一-首、

の方鏡の手職も)¥,-)¥,を・一一一つ

v '..;.-:・;i...V.:.::・.?..一:.1 : 、

0恩捧鯛を示しながら説明し

イメ一・一ジしやすくする。

0実際にディぺ・-一粒を行うこ

∴ ・、こ'1*A**' *.'"'、..i　二,

:.'・蝣'r一.i　ミ∴　　∴.-'i :.・,". . ;_

・'', ;'・.'.蝣トi蝣蝣サ.l・.. :  ! I七.lT.・'"!・

大臣は掬民の直接連番によっ

て溝ぶべきであるi rアメ

りl-in、テIlへiZ)鞄紛稗撃は

許される。 」 ) , 6---7人一、--・粗

で牡分けを行う。

O次時は情報収輿を行うこと

」T一告する。

1F.4　-I-

(_)こ.L二まで11'相談論i. -;チ

・" '　r蝣'-''.:・'五二

i垣間園児鍔開祖*mm*

いるかO

、　ト蝣・　* :・.';

こ　　　　蝣-T..㌔.

できているか。



第二時　指導案

0本時の日韓

-璃*'・Iこ:軒的*:ォ駁、こ亨　ノ・()二'.?s汁軒等・i!」サ!蝣>∴

・論題にふさわしい情報を選び出L,、整理させるC

学習活鞠

○ワークシー-ト①を用

いて、情報・資料の収

集方法を知る。

0讃Eごとで関香登に移
動する.

(>-」・恕　あ蝣fltf、宇・:.t、i

T餌報ソ-　A<*二H¥y: <,

場所に移動する。

く:・ぎ品畦り二畦..!.ニ/: V!轍-

qfM:隼%iゝ　髄坤す・'->1

O教憲をこ戻る.

m's -.-mm詩¥,¥

O、蝣',蝣' ^シー　ト王tr.油軌!二

ジンを載せておく。

C〕前に出るデイペ-1一夕

K) i.亡. ・・1ヾ恥am一拍駐すl

ことを伝える。ただし、デ

・; - i..中のj鞍f *:<'ォ蝣.、平.t蕊*:ォ

こととする。

0授業終了5分前に教室に
るように伝える。

0渡を回って指導-助言を
う。

v itiS袖・ t'汁!が「与^サ.'v>;-lこ

ていない車は次時までに集

ておくように伝える。

C〕次時に論理をさ1みVrてる

とを予告する。

-165--

評価の観点

横麺的に情報&資料
収発しようとしてい

か。

論魅にふさわしい鱒

撫・ x-i羽を三蝣Wiiitiこ



笥一°吋!P^」

0本時の目標

・内容や文脈にふさわしい討句を選び、構成を_l二束させ"6,

・論理的な文車を顔,み立てさせる<,

学習搭執

t';->　　′ :. -卜・ォ:.・」i!.4

いて、論理の細_み立て

方を知る。

0開定軽は別宴に移動

する.

Uもしン'.・c t--.*さざ・*3Fi∴

基づいて、立論する。

輸噂上の留意点

C)渡を阿って指導・幼者を行

VM

評価の観点

C)相手の理蔓こ樹報が伝わらな

いように注意きせる。

0渡を滴って封噂一助首を行

うo

O事実と意見を混同しないよ

うに碑成させるo

O疎で協力させる。

(〕tenない情報・尚料がある

v.:>1u. ・蝣・<;蝣:き二蝣'!/:> 、∴・、甘rv :こ

ることを就める8

0前にけ1.るヂィ-ぺ-.タ・ - (4

A)を抱名する。
(IJ次時にディベ・-トをする:二

とを予告する。

- 166 ・一一-

く二)わかりやすい土壌が

できているかG

O諭輿を明らかにして

いるか。



恥W!f.汁/;wf!†r<S唱

0本噂の目顔

・首.才ト,蠎'."普.tの、)'損か">>判t-*蝣)こ、し、い丁屯!.ォ・-''∴蝣;;,riトーIづご析;;s一

発う.

学習活動

0発声練習をする。

0番す際の留意点を確認
する。

0ディぺレートの準鰭をす

る。

O r携帯電話は、病絞生

にとって有益ではない。

」についてディぺ--トを
する.

立謹白:各3ft

作戦タイ人: 2tt

反対尋問や応答:各6分

最終弁論:各3分

判定:5分

合計　31分

※践下時間酷分枝閉じ。

0教師の爵評を聞く.

0休憩

C) 「内閣総理大臣はMft

の醇接遇挙にX-jて選ぶ

べきである。 I iこ「)いて

--.-.(<蝣:　T、」 '*・・'′一.

(.i>H恥!/;,:さミsi.'をぎニil・. -

0本時o)感想を薄さ、で

きた人から提出するホ

栴導.].-.の田鹿点

0発酵練習のプリントa記

録シートを配布する。

0話す速度や音盤e言責の

使い方や首薬の調子A間の

とf)-fjttどに注意するよう

に軒示する.

C)デイベ・-、トをしやすい形

∃mwm間配転imt

nm会(束計時係)は教師
がfiう.

し-I.式　ゴI.・、こも識/サ・:チ_…寸4 t、

り、 ffiET醇が持ち時間を膚

過したりしないように注意

t*3ば

0記録シ一斗に記入させるo

O審判する贋匿、メモを取

らせながら、辞儀シートに
記入させ*'.

∩:t・い: -I ・こ-・トc'V-V輔.'5

させる。

0司会(兼計時休)は教師

が行う。

い-サ;.;*.;'-;;品&>*'<:.サ蝣王ザi ! '・;

t;・、 ・了!一己NU>持l i-¥:U'与蝣*:・

過したりしないようをこ注意

する.

()配線シー・--トに謹皇1人させる.

0審判する側に,メモを聴

ら蛍ながら、評依シ、--トに

記入させる。

(〕ディベー一一一一Lトをした椀には

反省も書かせるo

評価の観点

:・ 1+.>-w;hう*.-.'"ド

C)話しT-irj論理の披肺

を的確にとらえている

rm

O茄I'tjに気をつけ't'

mせているか.

()渡で協二1]できている

か.

C)i瀬をわかりやす,-:

L.諭躯を明らかにで

きているか.

O苗しぎの輸確<7>展開

を的癖にとらえている
か。

0許し二齢こ気をつけて

話せているか。

3g^m闇fmrnrnm国配

か.

0主事をわかりやすく

tu-1,論拠を明らかにで

きているか.

:'L二十



祈Ahf　*f一滴一本

0本時の目療

- -r-iミt'+音I.t¥ ll場蝣p cトほ:、ヰ1.:jい;I:∴・・　.一蝣>,ふ;t "蝣,.・蝣:'.'蝣主i.間、. . ・ ;"f.*!一　　二、・..

oディベ--トを振り返り、自己評価をすることができるo

学習活動

O発声練習。

O rアメリカ!>'.)、テttへ

の報復攻撃は許される。」

についてrfぺ・.-トをす

る。

立論:各3分
作戦タイム: 2分
反対尋問・応答:各6分
巌終弁論:各3分
判定:5分
余計:31分

0教師の瀦評を開く。

0本時の感想を書き、 Uだ
呂mam盟BEffil盟ヨ

0渡内でディぺ-トの反

J=Bをする。

括;'-*? i.:さIV?/、¥ ;.、I、

C)夢前にデ.4ぺ--トをしや

すい形に机を移動さ骨でお

くように指示するU

(J前時のプリントを用いる

0司会(兼計時係)は教師

が行う。
0議論が論良からはずれた

り、発雷者が椅ち時間を轟

過したりしないように注意

する.

C)置五線シートに記入させる。

C)審判する側に,メモを敢

・-">せながら、評価シ・--トに

記入させる..

0ディぺ一一トをした渡には

反省も書かせる.

(⊃評価シ、-・トは綾tjプリ二ン

トにして配布する。

∩-て「・＼ - i・J'i¥'--T!'(・・指南

的なことI,:-jいて反省させ

るe

一一l悶　-

評価の観点

O漉きな声を出骨でい

るか。

('つ譜,蝣r-v>油蝉の放閑

を的臆にとらえている

か.

C)話し方に気をつけて

mせているかで

(〕職で払4できている

か。

O:;古王族をわかりやすく

し,論拠を明らかにで

きているか。
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(　　　　) :匪　　氏名(

鎗論拠となる輯増.駕固怠、できるだ臣は・くさ式..轟対篭.・こよ'蝣a蝕恥A、ifl蛙S.

今回の論窟
・携帯電話は、高校生にとって有益で総ないO
・ !11聞7%W.>-.!';こ:!ニ!.j;jiv'/V'¥t&vK" !一TI選.▼こへい蝣・.I-イ‥

・アメリカの、テロ-の報復攻撃は許される。

O髄雑観魚トラプ絡シこ;--テtンぎ

1.欲しい文献の探し方がわからない、見つからない0
-I..i;!::臥.こhiCHiiiJ L r・ h 、 、''一献Iii-:'ミ…いれ・.∴一一　　1-^-h; i.;. ',・i..

2.図書室の文献では情報が不十分0
-インターネット検索エンジン　は{XX乱E --ヰhttp://www.多く癖e.eom/mtl/ja/ .

YahoolJap狙-ヰh鞄:〟www.Ydh弧臥jpなど)を用いて、最新の情報を幅広く褒めよ
う0

3.文献やインタ-ネットでは有効な情報が十分には集まらなかった。
→アンケ-ト9インタビュー--を用いて、自ら論拠となる情報を集のよう。

手段 V 範囲 書名 .番組名 . トピック等 要点 ..i モ

新 聞

雑誌

単行 本 む文庫

テレビ . ラジオ

インターネッ ト

アンケ一一.ト

インタビユh

そ の他

-一　三70　---



り　'Jニ・・-トく事

o>雷品.きき.二si-　<rて∴:?.h tJこ・ ・*.J　ぎ

;鎗膚　r

①主事を明確にする。

私達の三畦は、 (

t苫)上蝣.蝣jfcojHy.rti iを挙げも,

(　)鍵　　氏名(

mさ、L5坤>i^'¥>t" ^..-t川・トユI.∵-yi ;<i'・・蝣蝣蝣.・Il;由.=・丸さ.:こ.

(

ili蝉ぬき・<*{・l¥i *tかこけA-fijr当<<7.. ;'K手圭こ=榊i・/'Lv.;ミ・J、 Jけ/j軌.
資料-

E::
(

(資料-

<fo郎FかJ、て''!ヾ *)-'削矩'T.川トミ　;・<'.'・':　　∴..

⑳反対尋問

Kftjが1.軒.溢s- toえt:l、.

mmmmHも

◎応答

一一171 -I

)

)と主事する.

)と主事す・るO

という埋山で、



趣聖匿:孤
酌臣1割眉間MsfcStJ冠m

・->#　至　LI IJ　り小　ト　　　　　　　+'-!}*蝣*>　トこも叫+Lユ酔・pn　・J¥-^U>ユPn・小、dlニhO v

故酪蝶態群醇桐」Q潔い　:'*!サ*"*野a毒蝣蝣蝣^tfrミ顧蝣ic　醜駄舟蝣:-*jサ*K重~　恥・:、鞍JO ¥;
uL n.」H 2法:*yrg革コ

鮎&---JI IK一　軒べこ=・tK..W庶鑑三・盟~　T.t・、二■亡.:-'-bi∴i-;・　ォI<S∴蝣Sil.ミ∴、・-i-サ-こ-<ユ蝣f <'

a*、、c -i芸・J:J。二1＼/・∩いぺ:V.!.: ＼.蝣蝣'<蝣・・一蝣> 、:V.J二: (.}"蝣'き・丁半亡し'-;I "・!*亡-v*如!.;Tォ^ CI

叫でl●●イヽォ.'

<奄・e畔vn。

巨!Z;　　　　EヨH5】田ILK

亘I提*.-}電線蝣**JV」埠iこi十::し上.塙!!-^-~1ぅt欄. 14.'・v>

fl -i-H6- 1と!葺さ'、 >it...lJ '1'.トi:噂しri-k^ Jミ【.!'*蝣、ト・Jを-.0'

懸′細腰りA)S-S)敬_}.&サ.).阜j争ASI′　倣_>*サ<ifl撤・J避

・り卦J廿`J叫叶ヽ芸'甘・柵-*・ォID.I」望監・-:>*サAJ空

静J`粥御感。

礎歪三塁∃至ヨ

●恥で　　JL.脚・トや・＼メ都':*輔t:jり＼:.ォ蝣群小1甘J.--H濫中・;一・〇

C-i駄ト噂蝿　　・+叶Et　は、心、恥㌻C>'二世叫!!!ト′、＼^蝣l&¥/謡ト。

桓担a-K軸1.J　　一顧細い:相」叫.i。J.陛・、..・し紺、! I'舗息**蝣・ト・:i.. ㌔. ∴・` LユIk・ ←こ*..-,、・鼓:.'.二ゝ'Siト

畦曜こ伽Q士ト択　　一14 r、恥ニー　蝣蝣.<-:諒撫TJffiや-、

車1細嫌sォー只　-a.〇・C;三一、f-トj.耐ギ藤懸・I'＼'

甜ミ畔

卓f7壌輯?.->'賂iS>ニ脚巨主I.tごlくif'

中継轡サi粗さ!ふ叩~こト虫世. 、

I71 -I.



●配線シ・・-ト
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評衝・感想シーー・ト
(

●ディべ-・ト判定衆

論圃:r
uezss- 玩--格調

'S-

評 価 の 基 準

立 論 ( 3 分 ) ① 筋 轟 は 通 っ て い た か 。

② 言 葉 は は っ き り して い ま

③ 話 す 衷 情 や 態 度 が よ か J=

反 対 ▼尋 問 4 応 答 ㊨ 質 問 の 意 図 が は っ き り し
( 6 分 ) ⑤ 相 手 の 論 理 を 崩 す の に 考

で あ っ た か n
⑨ 筋 道 を 立 て て 応 答 した カ

⑦ 活 発 に 慈 論 した か 。

⑨ 筋 .道 は 通 っ て い た か 0最 終 弁 論

( 3 分 ) @ 言 黄 は は っ き り して い ま

⑩ 話 す 表 情 や 態 度 が よ か J=

⑪ 尋 問 の 内 容 が 生 か され て

(輸資 料 は 十 分 に 用 意 され て資 準卜 情 報

総 合
⑲ 資 蹄 は 有 効 に 活 用 され 1

㊨ 積 極 的 e 意 欲 的 に 散 り承

⑬ 醇 で 協 力 で き て い た か O
合 計 ① ～ ⑮ ま で の 合 計 得 点 0

.ト一一.一..… 叫.I.I..I

コ メ ン ト

t
(名氏班

r
^
E
S

肯 定 側

か 。

で い た か O

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

よ か っ た か 1 2 3 4 5

き り して い た か 1 2 3 4 5

の に 有 効 な 質 問

した か 0

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

。 1 2 3 4 5

か 1 2 3 4 5

て い た か 0 1 2 3 4 5

よ か っ た か0 1 2 3 4 5

され て い た か 。 1 2 3 4 5

され て い た か 0 i 2 ;)

され て い た か 1 2 3 4

散 り組 ん で い た か O 1 2 3 4 5

た か O 五 2 3 4 5

点 0

点

肯 定 側 否 定 倒

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 魂 5 号 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

五 2 3 4 5 1 2 3 4 5

帆 - 坤,仰 盛 漉

◎感想・反省
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おわりに

・wifi'k-it、鼎枯11:一上　・・'・> fM ;;&*.i '蝣'>柑態に.、 w心叫ト、 T.軸A.てくれ

るだろうかという不安がありました。しかし、このD出版社の教科書は、学

生の間に人気が高くて、楽しく演習ができましたO学生が口々に楽しかったと

感想を述べてくれましたので、確かな手応えを感じています。

当初、 「表現の実践」を中心にして系統的な体系が構成されたこの教科書は、

実施なさる先生にとって、ご苦労なものなのではなかろうかと心配したのですO

が、それは栂菱に過ぎませんでしたO演習に参加した学生は、みんな「おもし

ろい、楽しい」と言いながら、どんどん新しい試みを碗極的に行いました。

拙いr高校実用国語表現教室」の演習でしたが、 「実用」という思想に共感

してくれたのですo全部で十九の指導案ができていますo力作ばかりですQ　自

画自演でおこがましいのですが、真剣に子供達の顔を想い描いて指導案作りを

してくれた学生達を誉めてやりたいと思います。このように、現場に役に立つ

国藩表現教育が愛情をこめて、広く行われていけば、国民全体の国語表曳力は、

しだいに高まっていくであろうと思います。

なお、ここに取り上げた十九の課題と指導案は、みな, o紺を使用して10

分間でプレゼンテーションさせたものですOみんなの前で効果的にプレゼンす

る力も国語表現には必要だと思っていますO私どもは、いっも、書いたものを

提出するだけに留冷ないで、必ず口舌薬に直して説明させる工夫を試みていま

す0本冊をお読み下さる皆様に、そのような教室の熱気をお汲み取りいただけ

れば幸いです　　　　　　　　　　　　　　　　　　(紅端義夫)
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